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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、５番、大滝 豊議員、２０番、猪又好郎議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

きのうに引き続き、通告順に発言を許します。 

笠原幸江議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 〔７番 笠原幸江君登壇〕 

○７番（笠原幸江君） 

おはようございます。笠原幸江です。 

本日の定例会において発言の機会を与えていただき、また、こうして議場に立てたのも応援をい

ただいた皆さん方のおかげだと感謝するとともに、その人たちの顔が私の胸のうちに交差し、責任

の重さと頑張らなくてはとの気持ちでいっぱいです。今までに何回か、議会を傍聴したことはあり

ましたが、今回議員としてこの場に立たせていただき感無量です。ここ議場では住民の幸せや、あ

すの糸魚川がどうあるべきかを論じられる神聖な場だと感じ、襟を正し、この気持ちと状況に敏感

に反応する、子供たちや気持ちの若い人たちに夢を持っていただけることを念頭に、行政との両輪

関係で仕事をする議員を目指していきたいと思っております。 

事前に提出いたしました一般質問通告書に基づき、市長のお考えとご見解を伺います。 

最初の質問は、１、能生地区、青海地区で、早期に字名を入れた標識の設置について伺います。 

今回の市議会議員の選挙は、市町単位の選挙区を採用して行われたため、市民も議員も地域代表

の感があり、このことが市民の意識として行動していては、早い時期の融合は難しいものと考えら

れます。 

そこで、地域と地域のつながりを標榜されている市長のお考えを伺います。 

(1) 字名を入れた標識の設置を必要とお考えですか。 

(2) 県道は既に実施されていますが、市道について設置するとすれば、いつごろまでに完了と

お考えですか。 

(3) 本庁から遠い距離にある能生地区徳合、青海地区上路地域から進められるお考えがあるか

お尋ねいたします。 

続いて、２つ目の質問に入らせていただきます。 

２、市民と地元の企業が元気を感じるために、広報での公共工事契約締結情報の公開を求めます。 

具体的内容としては、現在は市のホームページで公表されてはいますが、市民のパソコンの普及

率及びパソコンでの閲覧は決して高くないと考えており、情報の共有は不十分と認識しています。 

広報で公表することによって、市民が税金の使われ方を知ることにより、市民と行政の信頼が生

まれ、ともに責任を持つ関係を築くことはすばらしいことと考えますが、市長のお考えを伺います。 
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(1) 世帯数約１万７,７００、全市でございます、パソコン普及率は何％ぐらいかお尋ねいた

します。 

(2) パソコンによるインターネットの操作は、だれにでも簡単にできるとお考えですか。 

(3) これからも行政の情報の公表は、市のホームページを中心にされるでしょうか、伺います。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。笠原議員のご質問にお答えいたします。 

まず、１番目のご質問の１点目、字名を入れた標識の設置についてでありますが、市民をはじめ

観光客や来訪者に対する地域の案内標識として有効であると認識しております。 

しかしながら、既製の道路標識や施設案内看板も多くあることから、地域の案内標識については

ある程度設置されていると思われます。 

２点目の字名を入れた標識を市道に設置することにつきましては、笠原議員の言われるように行

政区域も広くなり、地域間の融合を図る一手段であるとは思います。しかしながら市道は本数も多

く、中には狭隘のため標識の設置が道路管理上、不具合な場合もありますことから、今後の検討課

題とさせていただきます。 

３番目の整備順についてでありますが、新たな標識を設置するとした場合、国・県を含めた標識

の設置状況、標識の形状、形態、地域の観光資源の位置関係などを総合的に検討して、効果的に設

置することが必要と考えられます。よって、本庁から遠い地域から設置するというよりは、必要度

の高い地域から設置することが必要と考えます。 

次に、２番目のご質問の１点目、パソコンの普及率についてでありますが、全市的な調査は実施

しておりませんが、旧糸魚川市で平成１３年８月に実施したアンケート結果では、３１.９％がパ

ソコンを使用しており、旧能生町では平成１５年８月に実施したアンケートでは、４１.３％がパ

ソコンを利用しております。 

２点目のパソコンのインターネットの操作につきましては、パソコンを持っている方にとっては

操作は容易であると思われますが、だれでもが簡単に使えるようになることも大切ですので、市で

は学校や公民館等でパソコン講習会を開設しており、今後も継続して操作方法の普及をしてまいり

ます。 

３点目の行政情報の公表手段としてのホームページは、大変有用なものではありますが、他の公

表手段もあることから、その情報内容等を考慮しながら、最良の伝達手段により行いたいと考えて

おります。 

ご質問の公共工事の契約情報については、現在、広報紙では掲載しておりませんが、本庁及び支

所で閲覧することができるとともに、ホームページでもご覧いただけます。今後ともこれまで以上

に情報を広くお知らせしていくことが必要となりますことから、情報公開を見据えた有効な情報伝

達方法を検討してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長からの答弁も



－ 203 － 

＋ 

ありますので、よろしくお願いを申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

２回目の質問に入らせていただきます。 

今市長の答弁で、たくさんの標識が交差して、その観光とかそういうものから考えていかなきゃ

いけない。いろんな多くの面から、考えていかなきゃいけないというふうにおっしゃられておりま

すが、私たちが新しい市になりまして３月１９日、もう３カ月になりました。何を優先課題に取り

組まなきゃいけないかということを、考えていただきたいと思っております。 

私、５月１７日に青海地区上路から能生の徳合まで、高速直線ではございましたけれども、広い

範囲に行って動いてまいりました。そのときに、やはりその場所、場所では、きちっと糸魚川市と

いう名前の入ったものが設置されておりません。糸魚川市になったのだから、早い時期に市民の意

識の統一といいますか、市長がよくおっしゃられております地域と地域がつながる、これは多くの

地域と地域というテーマがあると思いますけれども、なかなかまちづくりの一環として難しいもの

があります。 

上路へ行ったときに、上路の地域の人たちは一生懸命にやっておりました。その中に、ほっとし

たのが私の目に入ってきたのが、地域の人たちが農作業をした後の機械を、手入れするために集ま

っておられたんです。その中に糸魚川市というものが、その工具とか、除雪車とか、そういうもの

に記名されておりました。行きましたらほっとしました。糸魚川市というものを意識して、皆さん

で頑張ってられるという光景を見たためです。 

でも、かたわらにある標識は、依然として青海町のものでございました。そのときに、やはり糸

魚川市という糸魚川市上路とか、糸魚川市どこどことかいうふうにしていただければ、もっともっ

と早い時期に融合するんじゃないかなと思っております。ぜひ、そのようなことをやっていただき

たい。 

地域と地域がつながって構築されるというのは、市長さんもいろんなところで、いろんな文化も

違うこともあろうかと思うが、そこからでございます、短期間に本当に融合できるような手当をす

るべきでないかということ、それは行政の仕事だということをおっしゃられております。その気持

ちは今でもお変わりないでしょうか、お聞きしたいです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私といたしましては新市になりました、早急にやはり地域が１つになることを望むわけでありま

すが、何度も言いますが、私もやはりひとつの長い歴史というものがあるわけでございますので、

それを飛び越えることにはいかないと私は思っております。時間をかけなくてはいけないもの、早

急にやらなくちゃいけないもの、その辺を整理しながら進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

２番目のところに、私は県道は既に実施されているということを書きました。県道は既になって

おります。しかし、能生の西側には県道桂とか鶉石とかというのがなっているんですけれども、高

速から東の方に行きますと、大王とか能生で鷲尾柱道、中野口というのがあるんですけれども、そ

のところへ行くとまだ何もなってないんですね。県道は県のものでありますから、いち早く県道に

ついては２４６号線、糸魚川市何々、糸魚川市何々と書いてあるんですが、そこはやはりおかしな

話で、もう糸魚川市になっているのに、部分的に県道だけが糸魚川市になっていて、それから違う

ところはまだ能生町、あるいは青海町となっているのは。やはり住民の意識としては新しい市のマ

ークもできましたし、行政も１つになっておりますけれども、地域の人たちが自分の地域がまだ糸

魚川市かどうかというところの認識というか、意識といいますか、そういうものを早く、そういう

設置することによって意識をかえていく。それが一番目、早くやるか、遅くやるかということであ

って、まだ時間があるから。いろいろありましょう、国道のこともあります、県道もあります、市

道もあります。それからいろんなところに、お互いに意見を出し合ってやらなきゃいけないのはわ

かるんですけれども、そこの地域の人たちに、ああ、糸魚川市になったなというのが、一番早い方

法じゃないかなと思っております。 

自分たちのところがまずきちっと標識すれば、県道は直りました、それから市道も直りました、

国道は直っておりません。自分たちが新しい市になったから、一生懸命やってるんだから、どうぞ

国道も早くしてくださいよということが言えるんじゃないでしょうか。新潟県の県庁から見ると、

糸魚川市は西の外れでございますが、県道はもう既になっておるんです。これうれしいことじゃな

いですか。遠くにいる私たち糸魚川の市民は、県庁から見ると遠い距離にありますけれども、きち

っと糸魚川市というものをうたって標識を立てている、そんなふうに考えております。 

それから、３つ目の本庁から遠い距離にある能生地区とか青海地区上路とお尋ねしたんですけれ

ども、まず、糸魚川市から遠い距離にある人たちの意識をつなげる。市長が標榜されております、

いつも言っておられます、地域と地域がつながるということは、遠い距離の人たちと一緒に手をつ

なぎ合って、新しい市に向かって地域の力をお借りするという、そういうことでございます。 

それから、まだいろいろ検討材料だとおっしゃっておりますので、ぜひ検討していただきたいの

は、たくさん標識があって、道路が走りづらいというのは、それは困りますので、糸魚川市のデザ

イン、糸魚川市をデザインにしたもの、あるいは市長が今一生懸命に、地域に行って懇談会をやっ

ておられますが、糸魚川市の色、そういうものをイメージされて、普通の標識と違うような形でや

っていただくとありがたいです。 

私、一応資料として、先の話でございますが、これが国道とか、ちょっとしたところに載ってお

ります、例えば上刈だとか、そういうところに入っているものをパソコンでつくったもんなんです

けれども、これはただ真四角でございますが、デザイン的なものも市独自のものをぜひ検討してい

ただきたい、そのように考えております。お値段のこともやってはみましたけれども、結構お値段

は高いですが、調べたら７万円ぐらいかかります。 

それから、地域の人たちが一生懸命頑張っていらっしゃいますので、工事とか、それから設置場
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所は地域の人たちに協力していただいて、行政が行って、いきなりそこへぼこっと立てるんじゃな

くて、地域の人たちの、コミュニティの人たちの考えも入れていただいて、自分たちの一番いい場

所はどこなのかということを相談しながらというか、地域の考え方も入れながら、その時期が来ま

したら、やっていただきたいなと思っております。 

２つ目の質問に入らせていただきます。 

市民と地元の企業が元気を感じるため、広報での公共工事締結の公開を求めますということなん

でございますが、今、ホームページでパソコンの普及率も３９.１％、能生では４１.３％というこ

とでございますが、まだまだ高い方だとは思っておりません。そこのところを市長は、３９.１％、

４１.３％というのは、どのように考えておられますか。ＩＴの時代に来ておりますけれども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

お答えいたします。 

確かに３０％、４０％、そう高い数字ではないと思います。ただ最近、今のこういう時代で急速

に伸びてきてますので、最新のデータはまだ持っておりませんので、現実はもう少し高いのではな

いかなというふうな感じはしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

この普及率とインターネットを操作するということは、私はちょっと違うのではないかなと思っ

ておるんです。実は私も、ホームページで公共工事の資料を手に入れようと思ってやってみたんで

すけれども、なかなか引き出すまでに時間がかかりまして、市のホームページを開きますと、ダウ

ンロードしなければいけないこともわかっております。それからダウンロードするということは、

インストールしてくださいという画面が、次から次へと追っかけてやってきまして、途中まできま

すと、その契約に同意するかしないかという表示が出てきます。その表示をすることによって、す

ごく危険な感じを受けてしまうんです。大丈夫なのかなというような感じを受けまして、その先が

なかなか進んでいかない状態でございます。これが市のホームページで、途中まできてる状態で、

とても大変な作業と、それから勇気がいります。今おれおれ詐欺とか、そういうのがきてますので、

お金がかかるんじゃないかな、どれぐらいお金がかかるんじゃないかなということでストップして

おります。専門の方に来ていただいてやる状態で、インターネットを操作するというのはとても大

変なことなんでございますが、公共工事の締結情報を、そこで公開はしておりますけれども、一般

の市民がなかなか見ることは、私としては難しいと考えております。 

それでせっかくすばらしい広報があるわけですから、この広報の中にその情報を、入札をきちっ

とやられて、それをまた公表するということなんでございますので、法令でも定めてあります。公

共工事の締結情報は公開するということで定めてありますので、これは全戸、１万７,７７５の自
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宅に配布されるわけでございますから、パソコンの３９.１％、４１.３％の普及率だけでは、まだ

まだ。せっかく市がいいことをやってホームページに載せたり、それから青海支所へ行きますとロ

ビーの上に公開されております。そこまで行かなければ手に取ることはできません。それはきちっ

と公表されてました。ロビーのところに公共工事締結情報がきちっと公表されております。そうい

うことをやってられるんですから、きちっとそういうものを、こういう広報で載せていただきたい

と、そう思っております。なかなかパソコンをいじるということは、だれにもできるようで、なか

なかできない、そう思っておりますので、やはり市民に関心を持っていただくという方法をとって

いただきたいと思っております。 

それから情報というのは、市民にとっても行政にとってもマイナスになるような、公共工事の締

結情報の公表は、きちっと法令でうたってありますので、マイナスになるような情報ではないと思

っているんですが、それはいかがでしょうか。お聞きしたいです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

荻野財政課長。 〔財政課長 荻野 修君登壇〕 

○財政課長（荻野 修君） 

今お話があったように法律で定められているから、本庁及び支所で閲覧できるような形をとって

おりますし、ホームページでも公開をしているところでございます。 

なお、普及率のお話がありましたけれども、これで事足りると思っているわけではございません

けれども、広報紙のほかのも見せていただきましたけれども、工事契約の状況ということで、工事

名なり、金額なり、工期なり、工事概要等。あるいは、ほんのわずか書いているのもありますが、

そういう一覧を羅列して、市全域の世帯にお知らせする情報としてふさわしいんだろうか、目的か

ら考えてみなきゃならんなと思いますし。必要性と、またもっと身近な形でお伝えする手だて、あ

るいは、具体的にそこで工事をお願いするなら回覧板みたいな形の方が、その地域の人にとっては

温かいわけでございますので、これはできないということではありませんけれども、もう少し考え

てみてもいいのかなということで、内部検討した上で対応すべきと考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

６月６日に契約の締結状況という資料を議会の方でいただきました。これを見ると、確かに財政

課長がおっしゃるようにたくさん載ってます。これを一気にこの広報の中に入れるということは、

私もこれは大変なことだと思っております。これだけ全市になって厚いものになりましたので、こ

のページ数をふやすということはとても不可能だと思うんですが、よくよく見ると、この場合です

けれども、これは３月１９日から５月３１日までのものが載っております。でも、細かく見ると、

例えば３月なら３月、４月なら４月、５月なら５月というふうにして、段階を追ってそんなにたく

さんの量が載ってるわけではないんで、そこのところも検討していただきたいと思うんですが、い

かがなものでございましょうか、お聞きしたいです。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

荻野財政課長。 〔財政課長 荻野 修君登壇〕 

○財政課長（荻野 修君） 

今のお話の資料は、今まで旧糸魚川市で議会に報告したという形で、これからも続けるという形

で、そうやって出させていただいております。それとて５００万円以上ということで出させていた

だいております。でも、実際には入札で１３０万円やっておりますけれども、さらにその小さいの

は各課で対応しているものもあります。実際、地元の立場で５００万円以上ということではなくて、

実際に自分たちのところでやられる工事が、金額はともかくいろんな形でお知らせしたいわけです。

一定の枠をつけるということは、どうなのかと思っておりますし、確かに月別にすれば少ないとい

うことはわかりますけれども、これぐらいの情報をこうやってやることが本当に親切なんだろうか。

出すことはやぶさかではないと思いますが、検討はしなきゃならんと思って、先ほど申し上げたと

おりでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

早い時期に検討していただきたいと思っております。せっかくきちんとした形で入札やって、そ

して、その中で決まったことでございます。それはどういうことかと言いますと、最初にも申しま

したけれども、市民と行政の関係ですね、信頼関係を構築するには、そういう形での広報の使い方

はよろしいんではないかなと、私、個人的だと思いますが考えております。ホームページで見てく

ださい、支所とか本庁へ来て見てください。これでは本来の広報のあり方では、ないのではないか

と思います。道路工事でもいいですけれども、ご家族の方がそこにどこどこの企業体とか、そうい

うものが名前がついて最近も出てます、前から出てますが、うちの家族、家族が一生懸命そこの家

族の会社のうちのお父さん、あるいはお母さん、勤めているお兄ちゃん、うちの息子が勤めてる、

そういうのを見て、ああ、頑張らなきゃいけんなと。そういうところに隠すということじゃなくて、

オープンにしていただいて、家族だったり、親戚だったり、いろんな人たちが、糸魚川で頑張って

働いているんだということを目の当たりにすることが、私は行政と市民、市民と行政との信頼関係

が早く生まれてくるんではないかなと。 

新しい市になって、本当につながりだとか、元気なふるさとをつくるにはということで、皆さん

知恵を出したり、汗をかいたりしておりますので、そんなことも考えていただくとありがたいんで

すが、そこのところを市長はどういうふうにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

議員ご指摘のお話については理解するわけでございますが、しかし、今行政の行っておる事業と

いうのは数多くあります。それに対して今議員がご指摘いただいております、入札につきまして言



 

－ 208 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

っておられるんですが、やはり私たちが一番考えなくちゃいけないのは市民が何を知りたいか、住

民が何を知りたいかというところを、今公表させていただいたり、広報させていただいておるわけ

でございます。 

そんなことから、まず優先に考えていく中におきましては、入札というのはそんなに高くないん

ではないかと今とらえているわけでございます。決して隠すということではございません。今言っ

たように、どのようなものを皆さんが知りたがっているかというものを中心に、公表させていただ

いていることをご理解いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

市民が知りたい優先順位、私は市民の、あるいは住民の大切な税金の使われ方だと思っておりま

す、考えております。それをその優先順位が少し行政と市民の間に、温度差があるんではないかと

今感じました。そう入札のことは、高くないのではないかと今市長はおっしゃられましたけれども、

一番今関心のあるところではないでしょうか。新しい市になります。大きな予算もこれから組み込

まれていきます。少し私、そこのところは疑問に思うんですけれども、入札だけが関心が高くない

ということではないと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私は入札全般をとらえて言っておるわけでございます。そうでなくて市民の方々の知りたいのは、

その事業の内容、今、何をされるかその事業を知りたいという形で、その中で金額も含まれれば、

入札の形式も含まれると思っております。私は入札ありきじゃないと思っております。事業が、や

はり主体じゃないかなと思っておるわけでございますので、その旨をお伝えさせていただいたとこ

ろでございます。入札全般という形ではございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

これから大きな事業がたくさん入ってまいります。透明性の高い情報を、市民に提供していただ

きたいと私は考えておりますので。 

１回目の標識の設置と２番目の広報での公共工事締結情報の公開は、新市のまちづくりの地域と

地域がつながるために、手当てをする行政の仕事だと考えます。どうか住民が新しい市になった実

感を感じられるような第一歩を、行政の方で前向きにしていただきたい、そう思っております。 

私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、笠原議員の質問が終わりました。 
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〔「議長、議事進行」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

１点、議長でご確認をいただきたい点があります。 

ただいま笠原幸江さんの質問の中で、大きな２番の(1)、パソコンの普及率は全市で何％ぐらい

かお尋ねいたしますという、これ最初の行政側の答弁は３１.９％でありましたが、その後、笠原

幸江さんの中では３９.１％という数字の中で、再三行政側とやり取りを重ねとったわけでありま

す。ここは基礎的なデータとなることから、これが「３１.９％」が正しいのか「３９.１％」が正

しいのか、この点について１点ご確認を願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

糸魚川市のデータは３１.９％でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

そういったことであるならば、これは笠原幸江さんには何かの、言い間違えだとか、その部分で

あると思いますので。ただ記録上の数字の変更につきましては、これは発言の訂正をすべきだとい

うふうに考えました。 

この件につきまして議長としてどのようにお考えか、お聞かせ願いたい。 

○議長（松尾徹郎君） 

今ほど古畑議員より指摘されましたパソコンの普及率の数字でございますが、３１.９％という

ことで訂正させていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

古畑議員。 

○２１番（古畑浩一君） 

じゃあ訂正という手続を踏んで、ひとつ間違いのないように進めていただきたいということであ

ります。 

以上で終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

笠原議員。 

○７番（笠原幸江君） 

パソコンの普及率を私は「３９.１％」と申しましたが、「３１.９％」に訂正をお願いいたしま
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す。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの笠原議員の発言のとおり、３１.９％ということでご了解よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

異議なしと認めます。 

進めさせていただきます。 

次に、中村議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 〔４番 中村 実君登壇〕 

○４番（中村 実君） 

おはようございます。 

私はさきに通告いたしました災害対策について、市長のお考えをお伺いいたします。 

昨年は日本列島に１０回もの台風が上陸したり、地震等で各地に大きな被害を及ぼしました。県

内では７月に新潟豪雨災害と１０月に新潟県中越大震災など、本県の歴史に残る大きな自然災害が

発生し、多くの尊い命が失われました。幸いにも当地区では大した被害がなかったものの、私たち

の住む糸魚川市も大変危険な箇所が多く見られると思います。 

過去に大きな地すべりや雪崩等の自然災害により、多くの人々が亡くなっております。日本海に

沿って長い糸魚川市の海岸沿いでも、切り立った山が国道にせり出しているところが数カ所も見ら

れ、過去に国道沿いでの大きな災害として、玉ノ木や小泊で大きな地すべりが発生し、多くの尊い

命が失われております。 

記憶に新しい大災害といえば９５年の７．１１水害で、お昼ごろから夜にかけ記録的な大雨が降

り、大糸線や１４８号の決壊、または大所や平岩など多くの河川災害が発生し、住宅にも大きな被

害をもたらしました。最近では、能生地内での雪解けによる地すべりで市道が通行止めになり、秋

ごろにならないと工事が着手できない土砂災害も発生しております。 

まず、１点目の質問をいたします。 

このような自然災害も地すべり巡視員等による早めのパトロールや、地元住民の情報を聞くこと

により防げる箇所も多くあると思いますが、いかがなものでしょうか。また、巡視員以外で、どの

ような対策をとっているのかお伺いいたします。 

次に、スマトラ沖で発生した地震は想像を越える大津波を発生させ、多くの人に地震と津波の関

係の恐ろしさを教えてくれました。このような地震が糸魚川市周辺で発生したならば、中山間地域

に大きな被害が出ることは間違いなく、もし津波が発生したならば海岸沿いに住む多くの住民に、

計り知れない被害が出ることが予想されます。そこで２点目の質問をいたします。 

ことしの１月に市の幹部職員でマグニチュード６の地震を想定し、防火訓練を行ったわけですが、

市の地域防災計画を大きく見直す箇所はあったか。また、新たにハザードマップを作成したかお伺

いいたします。 

３点目に、広報いといがわの中で、「津波シリーズ１」を立ち上げたわけですが、これから住民
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に、地震、津波の恐ろしさをどのように伝えていくのかお伺いいたします。 

最後に、国道８号線の交通渋滞についてお伺いいたします。 

いつごろから始まったのか、能生・糸魚川間の朝の交通渋滞は、いまだに解決できないでいるわ

けですが、昼間走れば１５分ぐらいで着くところを、朝７時ごろに出勤すると会社に着くのが８時

ごろ、約１時間かかります。最近は朝夕のらくらく通勤ハイウエー事業で、高速道路の通勤割引も

ありますが、この不景気に、毎日高速を使えないと多くの通勤者が嘆いております。 

また、救急病院が姫川病院のときは高速を使い患者の搬送ができますが、糸魚川病院の搬送は

８号を使うため通勤時間帯だと渋滞に巻き込まれ、反対車線を通行しても、対向車が大型だとすれ

違う場所が少なく時間がかかり、大事に至ることもあると思います。このように通勤の負担、緊急

車両の通行等を考えると、やはり一番の解決策は東バイパスの早期開通だと思います。 

そこで、４点目の質問をいたします。 

事故や災害時の通行止め、緊急車両の通行等を考えると、迂回路のない浦本地区から早期着手す

るべきと考えますが、市長のお考えをお伺いいたします。 

最後に、この問題は旧糸魚川市で何度も取り上げられてきたと思いますが、能生地区に住み、糸

魚川へ毎日通勤をしている人たちと、渋滞により騒音と排気ガスに苦しむ浦本、梶屋敷地区の住民

の立場を米田市長によく考えていただき、この４点について市長のお考えをお伺いし、質問を終わ

らせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

中村議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の災害対策のご質問でありますが、地すべり巡視員につきましては全市で４６名を委嘱し、

５０地域の巡視を行っており、異常の早期発見など情報収集に努めております。そのほか地すべり、

風水害、地震などの自然災害発生時の対応として、地震計や地すべり観測装置等を設置している気

象庁及び県など関連機関との連携を密にし、災害が発生した場合の早期対応ができるよう連絡体制

をとっております。 

次に、防災計画の見直しについてでありますが、糸魚川市の防災計画は合併の調整方針において、

合併後、新たな新市防災計画を策定することとし、それまでの間は、それぞれの防災計画を適用す

ることとしております。 

また、県では昨年の中越地方での豪雨災害や大震災での教訓をもとに、防災計画の見直しを行っ

ているところであり、当市といたしましても、県の見直しや旧市町での防災訓練を踏まえた上で、

今年度中の策定を計画しております。 

市民への防災意識の啓発についてでありますが、申し上げるまでもありませんが、災害が大きけ

れば大きいほど行政が行う災害対策だけでなく、自分のことは自分で守る、自分の地域は地域で守

るということも非常に重要になってまいります。昨年の中越大震災やスマトラ沖地震など衝撃的な

災害を目の当たりにし、市民の災害への不安、防災への関心は、これまで以上に高まりを見せてい

ると認識しております。 
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市では、広報紙や特集記事の掲載やホームページなどの活用とともに、多くの市民が参画する防

災訓練や各種イベント、地域の会合など、あらゆる機会をとらえての積極的な啓発を行い、行政と

市民が一体となった、安心で安全なまちづくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

２番目の国道８号の交通渋滞についてお答えいたします。 

現状は、朝夕の交通渋滞や騒音などが大きな問題となっており、生活環境の悪化や地域経済にも

たらす影響は、深刻なものがあると認識しております。また、平成１５年１２月には、近年にない

高波により国道８号や北陸自動車道、ＪＲが全面交通止めとなるなど大災害が発生し、交通機関が

完全に遮断されております。これらの解決には、一日も早い糸魚川東バイパスの供用開始が必要と

考えております。 

現在、東バイパスは押上・梶屋敷間の整備を重点に進めており、高田河川国道事務所では、この

区間の供用開始に目途がついた時点で、浦本地区の整備に着工する計画でありますが、早期着工に

向けて、さらに強く要望していきたいと考えております。 

また、今年４月からＥＴＣ車限定ではありますが、高速料金の半額割引制度が制定されましたの

で、市ではらくらく通勤ハイウエー事業として、通勤車に対するＥＴＣ設置の促進を図り、通勤の

利便性の向上と渋滞緩和に寄与したいと考えております。 

いずれにいたしましても、抜本的解決は東バイパスの全面供用開始が不可欠と考えておりますの

で、整備促進に最大限努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長からの答弁も

ありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

地すべりの巡視員なんですが、決めるときにどのような基準をもって決めているのか。また、今

まで巡視員の方で災害の前兆を発見し、未然に防げるようなことがあったのか、ひとつお聞かせい

ただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡建設課長。 〔建設課長 吉岡隆行君登壇〕 

○建設課長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

地すべり巡視員の設置につきましては、新潟県の地すべり巡視業務の委託に基づきまして市が受

託をし、さらに市が上乗せする中で巡視員を設置させていただいております。 

特に、地すべり巡視員さんの設置につきましては、地すべり防止区域に指定されている区域の中

で、農林水産省所管、それから国土交通省所管等と所管が異なりましても、そういう地すべり防止

区域に指定されておる区域につきまして、お願いしてるところでございます。 

また、巡視員さんの選定にあたりましては、地区の皆様方とご相談を申し上げる中で、ご推薦い

だく中で、選任をさせていただいておるというように聞いております。 
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なお、後段のご質問にございました実績等でございますが、詳細については詳らかには承知して

おりませんが、いわゆる巡視員さんだけではなく、議員さん前段にご質問がございましたように、

地すべりの早期予兆を発見するには、やはり行政よりも地元の方の第一報が一番大切であると、こ

のように考えておりますので、巡視員さんのみならず地元の区長さん、あるいは地域住民の方々か

らのご情報をいただく中で、大規模に至る前での予兆の早期発見に努めているところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

やはり巡視員を決めるにしても最低限の知識がないと、なかなかそのような前兆を発見すること

ができないと思いますが、そのような人材がうまくいればよろしいのですが、なかなか人材の確保

は難しいと思います。 

やはり行政の方で、勉強会やパンフレット等の配布をしていただき、知識の向上をこれから図っ

ていただきたいと思いますが、いかがなお考えがあるかお聞かせいただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡建設課長。 〔建設課長 吉岡隆行君登壇〕 

○建設課長（吉岡隆行君） 

人材の確保につきましてはご案内のように、どうしても地すべり防止区域になりますと、中山間

地が多いわけでございますので、人材確保に苦慮してるというのをお聞きしとるわけでございます。 

また、研修等につきましても、実施もしておるわけでございますが、さらに一層効果が上がるよ

うに努めてまいりたいと、このように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

新聞の中にちょっと載っていたんですけれども、今月の２０日の日に妙高高原メッセで、災害の

教訓を生かし、「平成１６年度災害からのレッスン」というテーマで、全国自治砂防協会理事の岡

本正男氏の講演があるそうなんですが、大変素人でもわかりやすい内容だというようなことが載っ

ていました。ぜひ行政、また巡視員の方で時間のある方は聞きに行っていただきたい。また行けな

ければ、パンフレット等資料を取り寄せて、配布をしていただきたいと思います。 

次に、昨年の地震により地盤が相当ゆるんでいるとこがあると思います。また、ことしに入って

豪雪の雪解け水によって大変土砂災害が起こりやすい状態になっております。特に６月は、土砂災

害防止月間ということで、これから梅雨に向かい地すべりや河川災害が、大変起きやすくなってく

るのではないかと思っておりますが、市としてパトロール等の計画はあるのか、伺いたいと思いま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

吉岡建設課長。 〔建設課長 吉岡隆行君登壇〕 

○建設課長（吉岡隆行君） 

お答えします。 

昨年の中越地震、並びに今冬の豪雪に伴います融雪災害の防止等につきましては、県当局の方か

らも強いご指導をいただいておりまして、万全な警戒態勢を図るようにというご指示をいただいて

おります。 

また、間もなく迎えます梅雨の時期におきますところのさらなる地すべりの発生を、未然に予知

を把握するためにもご指摘のように、巡視態勢をさらに一層強化していきたいと思っておりますし、

巡視員さんのみならず私ども行政職員につきましても、日ごろからそのような観点を忘れずにして、

努めてまいりたいと、かように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

ありがとうございました。また、地元の区長さんはじめ皆さんに、お願いしていっていただきた

いと思います。 

次に、地震についてお伺いいたします。 

全国で約１,０００市町村のうち、迅速な避難に役立つハザードマップを公表しているところは

約１割程度しかないと言われています。糸魚川市では全体でもよろしいですし、各地域単位のハザ

ードマップをこれから早急に作成する予定があると思いますが、地すべりだけではなく、津波をメ

インにしたハザードマップの作成を考えているのか、お聞かせいただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

お答えいたします。 

津波のハザードマップの件でございますが、新市の合併の調整の中でうたわれておりますので、

今後、新市の防災計画の中で考えていきたいと思っております。つくる方向にもっていきたいと思

います。当糸魚川市は海岸地域が非常に多いものですから、そのように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

次に、地震によって停電が想定されるわけですが、停電したときに住民への情報提供はどういう

ふうに行うのか。また、地震発生後、一般の電話が使えなくなると思いますが、県や各支所への連

絡がとれる防災無線、または衛星電話などの防災機器が通電できる体制はとれているのか、この

２点をお伺いいたします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

地震発生の場合なんですけれども、新潟県と糸魚川市を結ぶ防災無線があります。そのほかに消

防といたしましても無線がございますし、そのほかにもいろんな手段、例えば糸魚川地域、青海町

地域にありましては防災無線がございます。能生においてはＣＡＴＶがございますし、それらを通

じて、住民に一刻も早くＰＲしてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

今いろんな情報提供をお伺いしたいですが、停電になったときに、ＣＡＴＶ等が使えなくなると

思われますが、停電時に、例えば山の方にある遠いところ等への情報は、どんなふうになるのか。 

それから今話がありましたが、今回、防災行政無線に約１,６００万円という予算が載ってるか

と思うんですが、これは消防署の親局とか中継局等で使うようなのですが、これは直接市民に情報

を提供するというものにかけるお金ではないのか、その辺もお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

すみません。先ほどの停電時はどうするかということでございますが、防災無線は庁舎に設定し

てある固定防災無線のほかに、地区別の携帯無線もございます。それらを活用して、停電の場合は

やっていきたいと思います。なお、停電の場合は発電機も備えておりますので、それらはカバーし

ていると私は思っています。 

今回の質問の件でございますが、１,６００万円と言いましたが、それらの予算は防災無線のお

金かということでございますが、今回は合併の調整の中では、ことしは調査しまして、基本的な予

算を立てております。それについては、今後の検討でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

各部落といいますか、各地区へ防災無線で送るという、そこから個人へはどういうふうにルート

があるのか。 

それから、アマチュア無線とかラジオ局とのそういうタイアップとかを考えているのか、ちょっ

とお聞かせいただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

お答えします。 

アマチュア無線、そのほかの情報施設と契約しているかという件でございますが、糸魚川市内、

それから青海地域、能生地域のアマチュア無線クラブとは、それら災害時には提携を結んでおりま

す。その他のところとは、今のところは考えておりません。 

そのほかに、いざとなった場合には携帯無線もございますし、携帯の衛星も消防の方で確保して

おりますし、孤立する部落については、それらを活用していきたいと思っております。 

集落のことにつきましては、各消防団の方に詰所がございまして、そこから連絡をとるというよ

うな、特に能生町につきましては各消防団の詰所の中にございまして、それらを改装して現在は進

んでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

申しわけございません。今ほど「部落」という言葉を使いましたが、「集落」に変更させていた

だきたいと思います。 

次に、現在能生地区には５３カ所の避難場所が設置されとるわけですが、糸魚川市全体で何カ所

ほどの避難場所があるのか、お聞かせいただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

お答えします。 

ただいまの件ですけれども、市内の避難場所は何カ所の件でございますが、能生地域におかれま

しては７８カ所、糸魚川地域は６０カ所、青海地域は４２カ所で、合計１８０カ所でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

昭和６０年以前の建築物は、耐震診断の対象になっていると思われますが、この今の中で耐震が

終わって補強工事が終わっているのは、どれぐらいあるか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

避難所につきましては、保育園あるいは学校、あるいは公民館等公共施設を優先的にあててある

わけですが、中にはまだ耐震設備が整っているものがありません地区があります。そのことから逐



－ 217 － 

＋ 

次整備をすることで進めておるところであります。数的には、ちょっと把握をしておりませんので、

よろしくお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

ありがとうございました。 

地すべり等の災害ならまだよろしいのですが、地震等の避難場所ということになりますと、そこ

へ避難した、また余震が来たときに潰れたというようなことが考えられますので、予算の関係等が

ありますが、なるだけ早いうちに優先順位をつけながらでも、着手していっていただきたいと思い

ます。 

市長にお伺いします。 

最近、大変忙しいところ各地域で懇談会をしているようでありますが、そういった中で、地すべ

り等の災害に対して住民の話がなかったかお聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

住民懇談会の中におきましては、今は合併のときのやはり問題点が多く出されまして、そういっ

た災害というものはないんですが、しかし、私が市長になってから、地すべりに対しての陳情、要

望が入っておりますことから、私も新市になっても、この地すべりの状況というのは非常に強く感

じておりまして、それに対しての対応は早急に、また考えていかなくちゃいけない問題だと。今、

中村議員のご指摘のことにつきましても、本当に対応していかなくちゃいけないととらえておりま

す。 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

ありがとうございました。ぜひ災害について、地すべりについて。 

私も実は小学校５年生のときに、小泊の地すべりで自分の家がつぶれ、下の家に覆いかぶさって

いくというものを、目の当たりにして見てきております。そういった中で、大変災害の怖さを身に

しみて自分で体験しておりますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

次に、地震について伺いますが、スマトラ沖で地震がありました。テレビで見ていましても、向

こうは大変広い砂浜や林があるために、少しは時間が遅らされ、また、立木等につかまって助かっ

た人もテレビで見たわけですが、この糸魚川地区内には、あまり大きな浜も見当たらないと思いま

すし、木も見当たらないと思います。まず、津波の第１波を防げるものは護岸ではないかと思いま

すが、最近、浸食等によって砂浜が大分削られ、基礎の部分が露出しているところが大変多く見受

けられます。市でも早めに点検をし、補強工事やブロックの設置等の対策をとってきたのか。また、

これからしていく用意があるのか、お伺いいたします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

吉岡建設課長。 〔建設課長 吉岡隆行君登壇〕 

○建設課長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

新市が合併いたしまして、新糸魚川市の海岸線は約４５キロほどかと承知しているわけでござい

ますが、議員ご案内と思いますが、この糸魚川海岸の所管官庁がそれぞれ、いわゆる国土交通省、

昔の建設省海岸、あるいは農林省海岸、運輸海岸等々所管が分かれておりまして、それぞれの対応

につきまして、またそれぞれの所管の官庁の方で所管されているところでございます。 

ご案内のように津波ということに限定しなくても、通常の場合にありましても、いわゆる越波被

害、あるいはもっと言えば海水浴場等における砂浜の喪失というような、こういう海岸浸食は非常

に進んでいるわけでございますので、それぞれの場所場所におきまして所管の官庁に、市長を先頭

にいたしまして早急な、いわゆる養浜も含めた中で、海岸浸食対策についてお願いしてるところで

あります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

ありがとうございました。 

今ほど答弁いただきましたが、浜の形も時期によってまた変わってきますので、この夏場の波の

ない時期、また、冬場の波の荒い時期等を通しまして、年間を通してパトロールをお願いするよう、

各地域振興局等に話をしていただきたいと思います。 

次に、国土交通省北陸地方整備局では、新規に直江津港の岸壁の耐震化に着手しております。災

害時の海上物流拠点として役割を果たせるように、取り組んでいると言っておりますが、姫川港も

今工事が進んできていると思いますが、その中に耐震強化岸壁とか、災害時の資材搬入等に、大型

船が使われることもあるかと思いますが、その入港時に対応できるよう、港内のしゅんせつ工事等

も必要かと思われますが、今回の工事の中にそういったものが入っているのか、わかればお聞きし

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

お答えいたします。 

今年度の仕事では北護岸の仕事でございまして、岸壁等の耐震化については入ってございません。

ただ、一部そうした工事が、施されているところはあるというふうに聞いております。 

以上です。 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 
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○４番（中村 実君） 

これから高規格道路等の完成があるわけですが、特に、これからそういうものが開通することに

よって、この糸魚川だけでなく長野、富山方面でも災害があったときに、この姫川港が大変重要な

拠点になってくるかと思います。そういった中で、やはり地震や津波に耐えられる物流拠点となる

ように、整備していく必要があると思いますが、これから要望していっていただきたいと思います。 

それから津波発生時に住民らが、大体１０メートルほどの津波になるとスマトラと同じように、

この辺も国道沿いはほとんど波が来るように思うのですが、国道沿い、また、町内の住民が避難す

るというと、高台へ逃げることが大変不可能になってくると思いますが、今マンションや事務所な

どしっかりした建物、それを津波避難ビルというふうに今言ってるそうなんですが、海岸沿いの市

町村の約８６.５％が、そういうものに取り組んでいないという記事がありましたが、この糸魚川

市でもまだ取り組んでいないのか、お聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

今の件でございますが、津波に対して避難ビルが有効だということでございますけれども、

４５キロの海岸線を持っておりまして、なかなかどのビルを指定していいか、その強度等もござい

ますので、現在のところは津波に対しての避難ビルの設定はしてありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

やはり高台に住んでいる人は避難できると思うのですが、平場にいる人は、なかなかそのような

ことができないと思います。また、先ほども言いましたように、ヤシの木につかまって助かったと

いう事例もありますので、これは国の方でも津波避難ビルということを最近、大変重要視している

ように聞いておりますので、ぜひ持ち主とこれから話をしながら、頑丈な建物を探して津波避難ビ

ルに。私も来る途中に見ましたが、結構津波避難ビルになるようなところがあるように思われます。 

気象庁は、今３分以内に津波情報を出せる体制をつくっていると言われていますが、今ほどの話

の中にもありますように、奥尻沖の地震のときに、地震発生と同時に高台へ逃げた人は助かったそ

うですが、テレビの地震速報を見て、それから津波速報が出た時点で逃げた人の多くは、亡くなっ

たそうであります。そのときの津波の高さが大体高いところで３０メートル、民家当たりでは大体

１０メートルぐらいの津波がやっぱり押し寄せたそうです。そういった中で、今のビル等が多くの

人命を救える一番のものではないかと思っていますので、ぜひ早急に対応していっていただきたい

と思います。 

続きまして、８号線の渋滞についてお伺いいたしますが、私もちょっとわからないんですが、こ

の８号線の渋滞はいつごろから始まったのか、わかればちょっとお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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神喰都市整備課長 〔都市整備課長 神喰重信君登壇〕 

○都市整備課長（神喰重信君） 

お答え申し上げます。 

国道８号の渋滞のお話でございますが、確かな記録は残っておりませんで申しわけございません

が、実は現糸魚川バイパスが全線開通したのが５０年９月でございまして、そのころから竹ケ花交

差点、あるいは梶屋敷の交差点が混み始めたというふうに理解しておりまして、前糸魚川市議会で

も５２年ごろから渋滞の問題が取り上げられておりますので、５０年代前半ということで考えてお

ります。 

以上でございます。 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

今聞きますと随分長い間、特に浦本、梶屋敷地域は渋滞の騒音と排気ガス等に苦しめられてきた

と思っていますが、なぜこんなに着手するのに時間がかかっているのか。特にこの渋滞問題で能生

地区の若い人たちは、渋滞があるため糸魚川方面よりは上越の方に働き口を見つけ、向こうへ随分

働きに行ってる人がいます。そういった中で、やはり向こうに永住する人たちがふえてきました。

やっぱりバイパスの早期開通により、そういった人口の流出にも歯どめができると思いますが。 

次に、この渋滞で、今まで救急車、消防車等で渋滞に巻き込まれまして、患者の搬送や消防車の

到着が遅れたというようなことがあるか、お聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

白山消防長。 〔消防長 白山紀道君登壇〕 

○消防長（白山紀道君） 

８号線の渋滞で救急車や消防車の出動が遅れたという件でございますが、朝夕の通勤時、あるい

は帰省時に、８号線は議員の言われたとおり渋滞しておりますが、救急車、消防車につきましては

サイレンを鳴らして行くもんですから、道路自体は狭くなっておるけれども、支障はいたしており

ません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村議員。 

○４番（中村 実君） 

今ほどないという話を伺いましたが、大変よかったなというふうに思っておりますが。私も渋滞

の中、よく車を運転するわけですが、能生あたりでそのような緊急事態が起きた場合は、例えば救

急車の場合は、姫川病院へ搬送するときは高速を使えば時間内に着けると思いますが、糸魚川病院

に行くときに例えば渋滞に巻き込まれたとしたら、対向車に大型が来た場合に、すれ違う場所がな

く、時間が大変かかるように思われます。そういった中で、やはり今のバイパスの早期開通により、

その辺のものがなくなるのではないかと思いますが。 

最後に、糸魚川に通勤をしている若い奥さんたちが大変たくさんいるわけでございますが、大体
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８時に会社に着くとすれば、７時ごろに家を出なければいけないと思います。そういった中で、大

体５時過ぎごろ起きて弁当をつくり、朝ご飯を食べて出かけるわけですが、そのような状態で大変

子供をつくることが難しい、子供を育てる余裕がないというような話を多く聞いております。 

そういった中で、このバイパスが開通し、朝の時間に余裕ができることによって、２人、３人と

子供がふえてくるように思います。そういった中で、今、糸魚川市でも人口が減ったり、少子化と

いう問題が大変大きく取り上げられております。やはり一日も早い渋滞解消をお願いいたしたいと

思っております。やはりそれにはいろんな都市整備の問題もあるかと思いますが、今工事を始めら

れているところと並行して、浦本方面からの早期着手をお願いをいたしまして、私の一般質問を終

わらせていただきます。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、中村議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

次に、野本信行議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本信行議員。 〔２７番 野本信行君登壇〕 

○２７番（野本信行君） 

２７番、野本信行でございます。発言通告書に基づきまして朗読をして、１回目の質問にさせて

いただきたいと思います。２つご質問申し上げております。 

第１点目、１７年度一般会計予算策定に関し、新市建設計画と財政計画との調整について、下記

視点から市長にお伺いいたします。 

１つ、旧１市２町の均衡のとれた継続、あるいは新規事業について。 

２つ、旧１市２町の市民が一体感を持って、住民サービスを受けられる組織と配員体制につい

て。 

３つ、行政組織が効率的で、行財政基盤強化の足がかりとした財政配分と運営について。 

２つ目、青海地域北陸新幹線高架下再利用による商業振興に関する市の基本的対応について、市

長にお伺いいたします。 

１つ、旧青海町から新糸魚川市に引き継がれた主なる要望事項について。 

２つ、地元関係者からの支援、協力要請の有無について。 

３つ、旧青海町唯一の商業地であり、旧町民の再活性化への期待が大変強く、今後の市の具体

的対応について。 

以上２点、お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

野本議員の質問にお答えいたします。 

一番目の１点、旧１市２町の均衡のとれた継続、新規事業についてでありますが、定例会初日の

予算提案でも触れましたように、今年度予算は合併協定書や新市建設計画、各市町が主要施策に基

づいて編成した予算を、持ち寄って編成したところであります。各市町では、予算編成に際して継

続事業はじめ、新たな事業についても予算計上しており、この編成手法により、均衡のとれた予算

編成が行われたものと考えております。 

次に、２点目の市民が一体感を持って市民サービスを受けられる組織と配置体制についてであり

ますが、合併前のそれぞれの自治体の成果を踏まえた調整案を新市の組織、機構として、合併協議

会で協議をしていただきました。 

また、職員配置につきましても、新市の組織、機構及び主な業務、事務量等を勘案し、重ね合わ

せて、概ね本庁に業務を集中させ効率化を図り、各支所についてはこれまでの行政サービス、特に、

住民サービスを低下させないよう配慮し、地域の個性や特性を反映した、均衡のある職員配置を実

施いたしました。 

３点目の行政組織が効率的で、行財政基盤強化の足がかりとした財政配分半分と運営方針につき

ましては、当市は旧市町の合併により自治体としての規模は拡大し、市民生活と一体化した行政の

展開や自治能力を高める中で、総合的な市民サービスの維持、向上を図る基礎が整ったところであ

ります。 

新市建設計画を基本とした市の均衡ある発展を着実に推進するためには、適正な職員の定員管理

に努めながら、機能性が高く効率的な組織を基本に、行政改革の推進とあわせ、より効果を重視し

た財政運営に努めてまいります。 

２番目の青海地域新幹線高架下再利用による産業振興に関する市の基本的な対応について、お答

えいたします。 

１点目の旧青海町から引き継がれた主要要望につきましては、青海地域須沢地区からの今村新田

地区にかかる市道青海通り線南側の新幹線高架下の利活用に関する要望が、青海商工会及び北陸新

幹線高架下商業振興会からあがっております。この要望は、新市において商業利用計画区域内の新

幹線事業用地、及び残地を取得することと理解しております。 

この買収用地については、将来は借地をする計画であること。また、出店の際には公衆トイレや

イベント広場、照明施設などの整備について関係者と協議し、検討していきたいとの考えがあるこ

とも聞いております。 

２点目の地元関係者から支援、協力要請でありますが、合併後、青海商工会から、１点目でお答

えしました要望に対しての支援、協力の要請がありました。 

３点目の市の対応でありますが、本年３月に鉄道運輸機構と取り交わした土地の取り扱いに関す

る覚書に沿って、平成２０年度を目途に用地を取得する予定としており、引き続き青海商工会、北

陸新幹線高架下商業振興会等と新幹線高架下の具体的な利活用について協議し、地域の活性化に取

り組んでまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁もあ

りますので、よろしくお願い申し上げます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

１回目の答弁で、概ね私の知りたいところを意を尽くしてご答弁いただいたので、再質問につき

ましては、できるだけ簡潔にさせていただきたいと思います。 

まず、１点目の１つ目でございますが、合併の是非をめぐる議論の段階で、住民の皆さん方の一

番懸念されたところは事業の偏重、それから予算の使い方の偏重、それから、これまでの長い文化、

歴史、そういったものが継続されていくかどうか等々の心配が、実はあったわけであります。 

そういう観点から、あくまでもこのたびの合併は対等合併でありまして、旧１市２町のそれぞれ

の特徴が、この新しい市政の中で営々として、今後引き継がれていかれるべきであろうと、このよ

うな立場に私はあります。そういうことで、地区の皆さん方も今後の米田市政の舵取りに対して、

大変注目と期待を寄せておるところであります。 

そういうことからいたしまして、先ほどのご答弁にありました旧自治体の持ち寄ったこれまでの

継続事業、あるいは新規計画事業、そういったものを調整をして、このたびの予算編成になってお

ると、こういう結論であったかと思いますが、特に、事務方の検討と、最終的にこのたび提案をさ

れております予算の中で、市長のお考えと大きく差異が生じておったというような案件は、特にご

ざいませんでしたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

今ほどもお答えいたしましたように、今年度の予算編成につきましては、合併協定書や新市建設

計画に基づいて進めさせていただきました。合併に対しましては、各市町の継続しております主要

施策について継続をさせて、あげさせていただいてるわけでございまして、私は皆様方とこれから

の議会の中、または住民懇談会や市民のいろいろご意見を賜る中で、新たなものは進めていくわけ

でございますので、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

もう１点は、間もなく立ち上がるでありましょう地域審議会、ここでいろいろと議論がされ、市

長に対して答申がなされてくるというふうに思っております。その場合、例えば今年度でいうなら

ば、現在提案されている予算にプラスアルファの要素が、年度途中において発生するような案件が

地域から出てくる可能性があると思います。そのときの市長の基本的なスタンスをお伺いしたいん

ですが、できるだけ前向きに受けとめ、場合によっては補正予算等を適宜提起していくぐらいの積

極姿勢をお持ちであろうか否か、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私はやはり１市２町が合併をし、新市がスタートいたしたわけでございます。その連携、または

一体感になるためにおいては、すぐにやらなくちゃいけないことであれば、すぐに取り組みたいと

思いますし、これは予算も伴うわけでございますので、慎重に考えなくちゃいけないものについて

は、慎重に進めさせていただきたい。ケースバイケース、そのときの状況により判断をさせていた

だきたいと思いますし、時には議会の皆様方にも、ご相談をかけなくてはいけない問題だと思って

おるわけでございますので、慎重に取り組んでまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

(2)番目の関連の質問に移らさせていただきたいと思います。 

今回の新市の組織体制、２３課１０室７９係、６６４名の職員体制かというふうに思います。先

ほどもご答弁がございましたが、新市誕生までの限られた、制約された時間の中で、このたびの組

織と配員体制が組まれたものと、このように受けとめておりますが、いま一度、現段階で市長とし

て、現体制が最も望ましい状況でスタートできたと、このようにお考えでございますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

これにつきましては、私が編成したわけでございませんので、この均衡あるスタートができると

いうことで、組んでいただいたととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

失礼いたしました。正確に言うならば市長ではございません。少なくとも前市の議員の代表とし

て、法定協にかかわっておられた一人かと思います。そこには、それだけの責任ある対応をされて

きたという観点で、当時の検討と、現在、市政を司る立場になって、どのようにご認識されておる

かと、このように聞いたつもりでございまして、先ほどの答弁で了解であります。 

２つ目でありますが、市民が納得のできる行政サービスの提供に努め、地域と市民とともに歩む

姿勢と、地方分権を担う意識の醸成を職員に求めていかなければならない。また、市民の皆さん方

もそのことを強く思っておると、このように思っております。現在、まだスタートして間もないわ

けでありますが、庁内の職員研修、あるいは庁内外含めた職員の資質の向上、そういう観点で何か

進められてきたか。あるいは今後どのような研修体制等を計画、予定されておるか、お聞きしたい
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

合併に伴いましてそれぞれ市町から配属をされて、１つの組織ができたわけで、もう３カ月とな

りますが、おおよそ順調にいってるのかなという感じがしておりますが、ただ、やはりそれぞれが

集まってきたわけですので、いろんなとこではまだまだ落ち着くまでには、時間がかかるかなとい

うふうな感じがしておりますが、総体的には順調にいってるという感じをしております。 

研修の件でありますが、これまではそれぞれ階層、あるいは年数によります階層別の研修、それ

から県下におりますそれぞれの自治体が、それぞれ行っております同一の専門的な研修、あるいは

行政の企画、あるいは政策的なもの、あるいは専門的に対応せんきゃならんと、専門的に行う研修

等を行ってきたわけですが、これからはどうするかということになりますと、やはり大きな組織に

なりましたので、情報を共有するというのが１つではないかという感じをしております。 

この４月からは電算システム、それぞれがパソコンを持つことになりました。そんなことから新

聞等で得ました情報を、速やかに全員が把握できるようにし、それを見る中でそれぞれが自己研鑽

をしていただくというのも１つかなということで、そのことを取り組んできております。 

もう１つは、旧糸魚川市で取り組んできました、試行でありますが、人事評価制度というものが

あります。これは職員の資質向上と能率向上を図るものでありまして、これらを本格的に取り入れ

るように、これからは進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

(3)で３点お伺いいたします。 

まず１つは、職員の定員管理の適正化について、同規模他市の職員数例からして、当市の現在の

職員数をどのように市長はお受けとめになっておられるか。 

また、合併議論の中で１つの目安として、５万人人口規模の場合に概ね５００人程度の職員と、

これが平均的な適正水準というふうに伺った記憶がございます。そういった点からしても、現在か

なり多い職員数かというふうに私は思っております。 

今後、事業運営の民営化、あるいはまた業務の外部委託、こういった推進策を含め行政運営のコ

ストダウンを、今後どのように進めていかれるお考えか、その基本的な姿勢についてお伺いいたし

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 
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議員ご指摘のとおりと私は受けとめておりまして、合併後、当然職員の数は多くなっておるとと

らえております。しかし、これにつきましても合併のときにご論議いただいた、また、そのときに

お決めいただいた年次計画の中で減少させていき、また、その計画をもとにしながら、これから行

政改革をやっていく部分であろうかなと私はとらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

２つ目でありますが、効率的で透明性の高い行財政運営を目指し、事務の電子化や敏速で的確な

行政サービスの提供を、市民は望んでおるわけであります。また、今後の財政運営の中で経常経費

の削減、あるいはまた自主財源の充実確保、こういったものが織り合わさって、真に市長がおっし

ゃられるような新しいまちづくりの財政基盤が整っていくのであろうと、このように私自身考えて

おるわけでありますが、特に自主財源の確保策について、現在市長として何かお考えがおありであ

れば、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

透明性の高いやはり情報、行政運営をしなくちゃいけないというのが基本だろうと思っておりま

すが、そういったところも、今回のやはり合併の基本になっておるのだろうととらえておるわけで

ございまして、当然コストに関しましても、下げていくのが基本ととらえております。 

そして、それに伴うこれからの高齢化、少子化、または福祉に対する手だてというものにつきま

しては財源確保、それにはやはり地域の振興策というものも重要視される。地域産業についても振

興するのは基本だろうと思っております。 

でありますから、私もこのたびの選挙でも公約とさせていただいたように、地域の振興計画とい

うものを市民と一体となり、また、市民の中には商工業の方々も含まれると私はとらえておるわけ

でございますが、それと行政と一体となったこれからは地域振興を目指していく所存でございます

ので、新たなこれからの振興計画も当然その中に織り込まさせていただきながら、地域全体でとら

えてまいりたいと思っとる次第でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

３つ目でありますが、既に数年前から取り上げられてきておるとは思うんでありますが、バラン

スシートの有効活用によって、今市長も申されておりますように財政基盤の強化なり、あるいは行

財政の改革なりを理論的に進め、そして広く市民の理解を得るためにも、やはり理論的根拠のしっ

かりとしたものを持つべきではないかというふうに私は思います。 

そういう意味でバランスシートを新市において、ひとつの有効な手段として理論武装を図ってい
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くと、あるいはまた議会にもいろんな説明をしていくと、こういう観点について市長のお考えをお

伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

わかりやすい情報提供、そういうものに努めていくのは私の基本と考えておりますし、また、今

ほどご指摘いただきましたバランスシートにつきましても、私はもしそれが有効な策といたします

れば、皆様とまたご協議する中で、ご提示をしていきたいと思っております。 

ただ、やはりいろんな手法がある中で何を選ぶか、また、これからも何を提供していくかという

のも含めながら、検討もさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 

○２７番（野本信行君） 

次に、大きな２番目の質問に移らさせていただきます。 

まず、(1)に関してでありますが、既に先ほどの答弁で市長からのご見解が示されておるわけで

ありますが、今現在あそこの置かれとる状況につきましては、私の方から繰り返し申し上げる必要

はないかと思います。 

要は、いっせき旧青海地域にありまして、あそこが商業地域として、また、将来の町の発展の拠

点として、これまで発展をしてきた場所でございます。そういうことを再度ご確認をいただきなが

ら、ぜひとも引き継がれた施策の推進について積極的に取り組んでいただきたいと、このように思

いますが、まず、いま一度、基本的な対応姿勢についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今の高架下再利用につきましては、私は常々申しておるわけでございますが、１つの事業に対し

て、やはりそれをチャンスとして受けとめる、その姿勢が私は大切かと思います。それを今、旧青

海町の方々がやってきたことに対しましては、非常に私は敬意を表するわけでありますし、今ご指

摘のとおり関係各地域対策協議会、また、商工会の強い要望の中で、旧町がそれに対して行ってき

た事業ととらえ、私もこれに対しましては、積極的に対応してまいりたいと思っとる次第でござい

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本議員。 
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○２７番（野本信行君） 

旧町民にとりましては、まさに期待する大きなプロジェクトの１つであると、このように期待を

しておるわけであります。特に、単に商業地域ということではなくして、向かいには総合福祉セン

ターもございます。そういう観点からいたしまして、特にお年寄りの皆さん方のコミュニティの場

としても非常に重要な場所であると、このように認識をいたしております。 

特に、旧青海地区の青海通り線という中心的な、今度は市道になるんでしょうか、市道がありま

す。両サイドに商店街があります。そして今度のコミュニティ広場というようなことも含め考え合

わせますると、非常にお年寄りにとりましては身近なところに、しかも身近な施設が整うと、こう

いうようなことでもぜひとも推進をお願いをいたしたいと思いますし、あえて口はばったいようで

ございますが、資金的にも旧青海町から持ち込みのまちづくり振興基金、こういったものもあるは

ずでございますので、資金的に心配することは私はないんではないかと。したがって、鉄建公団の

工事の進捗に合わせ、タイミングを失することなく関係者との協議締結を行い、手当てをするべき

ところはきちっと手当てをして、早く新しい商業地域として皆さんがよりどころにできるように、

重ねてお願いを申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、野本議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

ここで昼食のため休憩いたします。午後１時より再開いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

〈午前１１時４８分 休憩〉 

 

〈午後 １時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き再開いたします。 

次に、久保田議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 〔１４番 久保田長門君登壇〕 

○１４番（久保田長門君） 

１４番、久保田長門でございます。私は通告により３点の一般質問をさせていただきます。 

まず、１点目として、各地でのまちづくり振興会設立が著しく、糸魚川市もスタートを切り、こ

れからの地域づくりでの米田新市政の指標を伺います。 

糸魚川市が合併により新しく３月１９日よりスタートを切り、約２カ月半が経過する中、市民の
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負託に応えるべくさまざまなプロジェクトを計画し、その中でまちづくり課を設置し、約３０人以

上の人員配置をみる。各部会を設置し、計画の実現、そして目的を達成することが行政、議会の責

務である。これからのまちづくり、新市を発展に導くためにさまざまな手法が考えられ、まず、行

政からの働きかけを待たずして、地域みずから行動する地域住民参加が求められる。 

これまでに市はどのようにして計画を推進したか。また、これからの地域づくりにおいて、市の

指針を伺う。 

２点目として、水産物の栽培養殖、稚魚放流事業の成果と、今後、育てる漁業を視野に入れた市

の指針を伺う。 

糸魚川市には現在３校の高等学校が存在し、各校それぞれの特色を出し、地域での役割を果たし

ている。中でも海洋高校の栽培・養殖・交流事業は、市内漁港の水揚げに大きく貢献しており、ヒ

ラメ、オコゼ、そしてアワビ稚魚放流が実績を上げております。 

今後、市として県との関連性も保ちながら、育てる漁業の視野に立ち、コンブ栽培とそれぞれの

稚魚放流事業等をどのように考えているか伺う。 

３点目として、スポーツ振興、２００９年開催の「トキめき新潟国体」について新市の考えを問

う。 

現在、糸魚川市では年齢を問わず、さまざまなスポーツクラブがあり、レベルの違いこそあれ市

民の娯楽レクリエーション型、そして青少年のための人間形成や体力の向上を目的にしたものがあ

る。あるいは、タイムズ紙の４月５日に報道された体操選手のように、上の上を目指している子供

たちがおられます。 

学校教育の現場である中学校において生徒の中にも、各競技にわたって２００９年開催のトキめ

き新潟国体の強化選手もおられるとのこと。隣接する市の長も申しておりますが、合併後、新市で

の最大スポーツイベントであり、そしてまちづくりにつなげると言明しております。 

糸魚川市でもソフトボール競技が上越市と共催と聞く。市はまちづくりの一環としてスポーツの

振興や、トキめき新潟国体をどのようにとらえているかを伺う。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

久保田議員のご質問にお答えいたします。 

１番目のこれからの地域づくりについては、すべての市民が積極的に地域づくり活動に参加でき

るような環境づくりに努めるとともに、自助、共助、公助の考え方を基本に、地域住民が自主的に

地域の未来像や夢を語り合い、その実現に向けて主体的に、そして活発的に行動しようとする取り

組みに対して、積極的な支援をしてまいります。 

この方針により、新市発足以来各地域で取り組まれている計画について、地域の皆様の思いに触

れ、実現の見通しや手法について検討してまいります。 

２番目の水産物の栽培養殖、稚魚放流事業についてでありますが、当糸魚川地域における漁業は、

藻場の減少などの漁場環境の悪化により、水揚げ量は年々減少傾向であります。このため水産資源

の回復と水揚げ量の増大を目的として、毎年、栽培養殖と稚魚放流を実施しており、一定の成果が
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達成されていると認識しております。昨年度も市内の５漁業組合において、ヒラメとアワビの放流

が行われております。 

今後とも国、県、水産関係団体と密接な連絡をとりながら放流事業の推進と、コンブ栽培など藻

類の生産技術を取り入れて水産資源の増大を図り、つくる漁業、育てる漁業、管理する漁業を、よ

り一層強力に推進していかなければならないと思っております。そして水揚げ高を増大することに

より、水産物の安定供給と漁業経営の安定を図っていかなければならないと考えております。 

３番目のスポーツ振興と２００９年開催予定の新潟国体についてでありますが、スポーツの振興

につきましては、市民ニーズに沿った多種多様なレクリエーションスポーツを推進してまいります。 

競技スポーツにつきましては、体育協会、学校、体育関係団体と連携、協力しながら、競技の向

上に努めてまいります。 

トキめき新潟国体でありますが、本年度、当市では８種目１９名が、中学生特別強化の指定選手

になっております。また、当市はソフトボール少年男子の会場になっていることから、現在、県、

上越市、県ソフトボール協会と協議しながら、準備を進めているところでございます。 

まちづくりの一環として果たすスポーツの役割は大きく、また、新潟国体は会場となることもあ

り、市民意識の喚起と体制の充実に努めてまいりますが、新潟国体がさらなるスポーツ振興の起爆

剤になるものと期待をしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁もあ

りますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

再質問をいたします。 

１点目のまちづくり振興について、私はかつて旧能生町スローライフの地域づくり検討部会の委

員だったころ、各行政区民と行政や我々議会との温度差が大きく、我々が認識している以上に大き

かったことを感じました。 

これからは行政主導でなく、住民がみずからプランを出して汗をかき、足らないところは行政が

という協働という形でまちづくりの手助けを進めてきてまいりましたが、決して行政が手をこまね

いていたわけでもなく、しかしその結果、行政側としては手を尽くしたという感触は感じても、そ

こに住民としては、まだまだ右肩上がりのよき時代の慣習が抜けていっておらず、そのようなこと

が現状だったと思います。 

ところで６月１日より市長や市の幹部の皆様がみずから、上路地区を皮切りに市の周辺地区

２４カ所の懇談会を計画し、住民対話方式により地域づくりの方向性を示唆され、汗をかいたとこ

ろが浮かび上がる時代と、やる気のあるところへの行政支援を公約されておりました。この件にお

いては非常にタイムリーであり、そのように受けとめたのは私だけではないと思います。 

そこで、コンパクトな都市づくりが新潟県における目標と聞いておりますが、これからの糸魚川

市のそれぞれの中において、人口減少、少子・高齢化対策への対応をお伺いいたします。 

○議長（松尾徹郎君） 
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久保田議員、少子・高齢化と人口減少の問題ですか。 

○１４番（久保田長門君） 

はい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

人口減少につきましては、これは旧市町に続いて、新市におきましても大きな課題でございます。 

それにつきまして、いろいろと行政施策をいたしております。しかしながら、それはなかなか実

現性を見てない、また具体的にあらわれてない大きな課題でございます。新市になってもこれを大

きな課題といたしまして、今回、新予算を組みまして、いろいろな事業もすべてそういった少子化、

または高齢化に対する大きな手だてをもっておるわけでございます。しかし、先ほども言いました

ように、なかなかこれといった打つ手はないわけでございまして、どうかこれからもさらなる皆様

方の力を借りながら進めていきたい、大きな課題ととらておるわけであります。 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員、質問の要旨に沿って質問をお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

失礼いたしました。 

先日、田原議員さんの質問の中で、交流人口と定住人口の件がございましたが、マスコミ等の言

葉を借りれば、合併により埋没が危惧される地区は交流人口も大切であるが、定住人口の重要性は

市街地のその比ではないと思っております。汗をかいたところが浮かび上がる時代と、先ほど市長

が示唆されたことを述べましたが、そこで埋没が危惧される周辺地区への今後の周辺地区づくりの

あり方、いわゆる取り組み方、そして仕組みづくりがどのように。行政も汗をかく心構えでいる意

思を示しながら、パートナーシップの構築をどのように考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私が行政懇談会の中でもお願いをしてまいってきた点につきましては、行政課題の中の大きな目

標は、今ほど言いました少子化、または高齢化の大きな課題であるわけでありますが、しかし地域

振興にいたしましては、各地域の大きな問題点なり、また地域のそういった特性を持っておるのは、

やはり住民であり、市民であろうと思っておるわけでありますので、そういったやはり課題、また

はこれからの振興に対する思いというのは、住民からまとめていくような方向で、進めていかなく

てはいけないと思ってるわけでありまして、それに対する計画性または計画、それとか、これから

の振興のあり方についての課題提起に対するまとめ方につきましては、行政がそれに対して支援を
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していく。そして先ほどから何度も申しますが、それに対して市民の方々と一体となったまちづく

りをしていくということでございまして、具体的にどこかの地域をとらえてならばもうすることも

できると思いますが、市内にはかなり個性があり、特徴がある地域が多いわけでございますので、

地域、地域の特性を私は生かさしていただきたいために、具体的には少しあげられないと思ってお

りますが、よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

タイムズ紙の５月２４日の報道により、筒石地区は１６年２月から、また同じく６月８日報道の

京ケ峰区は１６年７月から、地域づくりの大きな目標に向かって実際に活動しております。 

筒石地区においては、これまで地域づくり検討部会が１５回のアクションを起こし、今まで糸魚

川市は言うに及ばす地域振興局、そして県の役人が、多いときには８名ほどがわざわざ新潟市より

来ていただき、地域と一体となって汗をかいております。私のこの発言は、一方受けとめ方で地域

エゴのかたまりととられかねませんが、意図しているところは、糸魚川市民の皆様に市の東の外れ

にこんな地域があり、もう地域間競争が始まっており、スタートを切って２年目に突入している事

実を、現実を知っていただきたく発言をいたしました。 

２点目の水産物の栽培養殖についてお伺いいたします。 

昨日、市長は第１次産業の重要性を示唆されましたが、平成１３年の６月に制定された水産基本

法は今後１０年程度を見通して、水産物の自給率の目標や国の講ずべき施策が定められております。

漁業者をはじめとする関係者に、将来の明るい展望を提示するものでなければならないとうたわれ

ております。 

たまたま私は県外の同業者より、県単位各地の水産物漁獲の情報交換と話題がなっており、こと

しもまた石川県や福井県はタイの豊漁など原因は何かと尋ねられました。お話を聞いているうちに、

養殖技術の向上により放流の成果が出てるということでお聞きしました。 

先ほど申し上げたように、ヒラメ、オコゼ、そしてアワビの稚魚生産技術を生かしてのこのタイ

の放流事業の実現に向けて、市の考え方を伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺農林水産課長。 〔農林水産課長 渡辺和夫君登壇〕 

○農林水産課長（渡辺和夫君） 

今、放流魚の魚種のお話でございますけれども、新潟県におきましてもサザエ、アワビ、それか

らクルマエビというふうに期間を定めて魚種を選定しながら放流してきておりますけれども、今そ

れがヒラメの段階に入ってきておるということであります。 

この魚種もその地域、地域の特性もあるわけでございまして、水産関係者のいろんな試験から、

そういう結果をもとに、魚種を選定しているというふうに思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

続いて、３点目のスポーツの振興、２００９年開催のトキめき新潟国体について質問をいたしま

す。 

隣の上越市ではこのトキめき新潟国体２００９年を、５種目６競技の開催を１６年８月から準備

していると聞いております。糸魚川市では市民を巻き込んだ国体参加意識の高揚をどのように考え

ているか、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

私ども糸魚川は上越と同じなんですが、ソフトボールの会場、少年男子の方の会場になることに

なっております。それでまずソフトボール、この地に団体としてはなかったもんですから、まずそ

れをつくりました。ソフトボール協会というのをつくっていただきまして、そことの連携の中で、

まずソフトボール競技、これをこの地のメジャーなものにしようと。それと同時に審判の関係が非

常に少ないという状況にありますので、その資格取得に取り組んでいると。広く一般市民の方には、

まだ浸透してないわけですが、今担当としては生涯学習課が担当しております。そのうち国体の準

備室という形にいたしまして、どこに置くは別ですが、ますます力を入れていきたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

お聞きしますと今準備中ということで、その中において行政が気がつかない点がありますが、ボ

ランティア、また婦人会等、各団体の連絡方法とか、そのような対策は考えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

ただいま課長からお答え申し上げましたように、まだ今の段階では行政内部で細かな点の準備を

進めている段階です。今後、市民の方々にさまざまな形でアピールしながら、さまざまな団体の

方々の協力を得ながら国体を迎えてまいりたいと、このように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 
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ソフトボールに限らず全般を見ると、ソフトボールの種目に対してもそうなんですけれども、国

体についてはまだ準備段階ということで受けとめたんですけれども、その後のポスト国体といいま

すか、どのように考えているか、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えをいたします。 

お答えになるかどうかちょっとわかりませんが、ポスト国体といいますと、３順目国体のことを

恐らく言っておられるんだと思いますが、そのことで申し上げますと、まだそれらのことについて

は市としては。まだ２順目国体の準備中でありますので、そこまではまだ。 

それと国体以降ということで、先ほど市長の方の答弁にもありましたとおり、この地において国

体が行われるというのは、それを通してスポーツの世界では、非常に大きな起爆剤といいますか、

そういったものになろうというふうに思っておりますので、国体の会場地として糸魚川が立派にそ

の仕事を果たすということが、それ以降のスポーツ振興に寄与するものというふうに考えておりま

す。 

それと、さらに強化選手という形で８種目１９名が今指定をされておりますので、これらの人た

ちもそれ以降、また担っていく選手になるというようなことで、期待をしてるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

これは国体と違いまして、今度はスポーツ振興の方でお伺いいたします。 

現在、能生地区では、昨年の１０月２３日の中越地震の被害者である出身地の子供たちが親元を

離れ、それぞれ能生中学校、海洋高校で１０名ほど来られておりますが、文字通り市長は頑張って

いる人に応援すると申されておられますが、そういう国体を離れた一般スポーツの選手に対しても

どのように考えておられるか。 

「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

スポーツ振興に対しては、非常に関心を市民も高く示しておられると思うわけでございますので、

これにつきましてはやはり体力増進、または健康増進のためにもスポーツというのは大切ととらえ

ておるわけでございますので、これの振興に対しては関心を持ち、また、地域の方々と一体となっ

た振興に努めていきたいと私は思っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 



－ 235 － 

＋ 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

これは私の提案なんですけれども、糸魚川市出身のスポーツ選手の現状を知らせたり、その選手

を積極的に地元へ指導者として迎える考えについて、人づくりに通じると思いますが、市の考えは。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

先ほどお答えしたことにも通じるわけですが、そういった立派な選手が育ってまいるわけでござ

いますので、それらの人たちの力を借りた指導、そういったものについても十分検討をしてまいり

たいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

また国体のことに戻るんですけれども、計画中で、今進行中なんですけれども、提案として、今、

上越市ではスポーツイベントを計画したくて、また、スポーツイベントをサポートしたいというこ

とで、スポーツボランティアの募集をしておりますが、今後、糸魚川市としてどのように考えてお

られますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

実際のところは、今のところ具体的なスポーツボランティアとしての募集については、検討して

おりません。今後そういうご提案をいただきましたので、それについても検討させていただきたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

久保田議員。 

○１４番（久保田長門君） 

これで私の一般質問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、久保田議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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関連質問なしと認めます。 

次に、髙澤 公議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 〔１２番 髙澤 公君登壇〕 

○１２番（髙澤 公君） 

髙澤でございます。よろしくお願いいたします。 

大きく分けて、３つの点で一般質問をさせていただきます。 

１つ目、新エネルギー対策について伺いますが、市内の新エネルギーに対応した既設設備と今後

の対策。 

２つ目、地域医療の充実と介護保険の今後の対策について。 

地域医療中核病院である姫川病院が、経営支援を受けたい旨の新聞報道がありましたけれども、

市の基本的な考えを伺いたいと思います。 

介護保険制度が始まって数年経過しました。このままの形態では介護保険料が、将来、３倍近く

に上がるであろうというふうにいわれております。市としても早急な手当てが必要と思われますが、

いかがでありますか。 

３番目、全国的に児童生徒の学力低下が問題になっていますが、その対策はどうですか。 

全国、全県を対象にした、この地域の学力レベルはいかがですか。学力向上の具体策はどのよう

なものがございますか。 

以上を伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

髙澤議員のご質問にお答えいたします。 

まず、市内の新エネルギーに対応した既設設備と今後の対策についてでありますが、新エネルギ

ー利用に該当するものといたしましては、能生地域の風力発電設備が２基、旧糸魚川市と旧青海町

の補助事業などを活用した住宅用太陽光発電や、太陽熱利用温水器などが設置されています。また、

企業では、明星セメント糸魚川工場敷地内の糸魚川バイオマス発電所や、電気化学工業青海工場の

バイオマス発電設備などがあります。 

これまでも法に基づく地方公共団体が果たすべく役割を念頭に、公共施設における新エネルギー

導入について検討を行ってきましたが、コスト面などからなかなか導入に踏み切れない状況にあり

ました。 

今後につきましては財政状況を勘案し、後年のコスト負担等を見据えた長期的な視野に立って、

可能な限り導入に向けた調査研究を行っていきたいと考えております。また、市民に対しては住宅

用太陽光発電等の設置に対する助成を、今後も継続してまいります。 

２番目の地域医療の充実と介護保険の今後の対策について、お答えをいたします。 

姫川病院の経営支援についてでありますが、地域医療の一翼を担う中核病院でありますことから、
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平成１４年度から平成１６年度までの３カ年で病院経営の安定化、医療水準と地域医療の確保のた

め支援してきたところであります。 

しかし、経営状況は依然として厳しいものがあるため、過日、病院より補助金の継続と増額につ

いての要望書が提出されております。これを受けて市といたしましては、姫川病院に今後の経営改

善計画等の資料提出を求めることにしており、提出された資料等を参考にしながら、今後の対応を

検討していきたいと考えております。 

次に、介護保険制度の取り組みにつきましては、平成１２年度から始まった介護保険制度も５年

を経過し、報道によると平成１６年度の全国実績で２９０市町村、１５０億円を超える赤字となる

見込みで、当市における給付費も制度開始当初に比べ大幅な伸びをみております。 

ご指摘のとおり、このままでは現行の保険料に比べると、かなり大幅な保険料の増額が必要にな

るものと考えられます。平成１８年度以降の保険料につきましては、現在策定を進めている第３期

介護保険事業計画において決定することとなっておりますが、今後は筋力トレーニングなどによる

介護予防の充実とともに、医療と介護の連携を深めることにより、介護保険制度の安定継続に向け

て、努めていきたいと考えております。 

最後に、児童生徒の学力低下と、その対策についてのご質問につきましては、この後、教育長か

ら答弁をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の課長から答弁もあ

りますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

では、３点目のご質問について、私の方からお答えをさせていただきます。 

全国標準学力検査は、各学校ごとに教育課程の改善に必要なものを学校で選び、それぞれ実施を

いたしております。実施時期や種類も違っておりますので、集計はされておりませんけれども、市

内各学校ごとの報告では、小学校では、ほぼ全国の平均を超えております。中学校では、全国の平

均を超える教科もありますが、超えない教科も中には見られます。学力の向上には教諭の指導力の

向上、児童生徒の学習意欲の向上、学ぶ力の向上、学習環境の整備等さまざまな要素の向上が関係

しております。指導力の向上では、私どもの教育委員会の指導主事が各学校に出かけ、各種の研修

にかかわり、より望ましい授業ができるように支援をしてまいっております。その過程で、学習意

欲や学ぶ力の向上に結びつく具体的な教育活動を提案してまいりたいと、このように考えておりま

す。 

また、学力の向上に必要な読む力の定着に向けて、朝読書や読書活動がより多くできるような、

そういった運動にも取り組んでまいりたいと、このように考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 
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○１２番（髙澤 公君） 

それでは再質問をさせていただきます。 

まず、１番目なんですが、市長のご説明では何カ所かありましたが、能生の風力発電、これはど

のような位置にあるのか。全く民営なのか、あるいは官営なのか、そこら辺をちょっと教えていた

だきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

お答えいたします。 

能生地域については能生の海洋公園の中での利用という目的で、発電をしているものでございま

す。 

○１２番（髙澤 公君） 

民かね、官かね。 

○企画課長（野本忠一郎君） 

会社は旧能生町で設置したもので、現糸魚川市が経営しているものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林能生支所長。 〔能生支所長 小林 忠君登壇〕 

○能生支所長（小林 忠君） 

お答えいたします。 

旧能生地域内にございます風力発電につきましては、すべて旧能生町が設置いたしたものであり

ます。経営につきましても、市営ということでございます。 

設置場所でございますが、１カ所は能生海洋公園、マリンドリームのかたわらに、もう１カ所は

磯部地区という徳合の台地に１カ所、計２カ所であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

能生の風力発電についてはわかりましたが、そうしますと要するに公共の建築物についている太

陽光、太陽熱、あるいはそのほかの公共施設についている官営の官設といいますか、公設といいま

すか、これ以外ないということで理解していいんでしょうかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

大きいものはないと。ただ、青海の雨池の森林公園では太陽光発電を設置しております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

エネルギー問題は、私がここで長々と言うことはいらないぐらい、皆さんも既にご存じだという

ふうに思いますが、我々が次世代に残してやれる資源として化石燃料がありますわね。主に石油資

源などは、もう埋蔵量の半分近くを取ってしまっているというふうな状況の中で、では、どうする

かというところから生まれてきた新しいエネルギーの開発。また、あわせて地球環境が非常に悪く

なっている。これもいい環境で残してやらなきゃいけないということから、やはり新しいクリーン

なエネルギーを、何とかしなきゃいけないということで始まってきた運動ですね。それに対してＮ

ＥＤＯあたりも補助金を出してるということなんですから、大変将来にわたって重要なことだと思

うんですが。 

例えば、太陽光発電については非常に技術も進歩してますし、必ずペイできるというふうな状況

になってきてるわけですね。それを、どうして公共建築物に取りつけてないのか、保育所にしろ学

校にしろ、あるいはこの市役所にしろ。普通の民家は、屋根に取りつけてますよね。普通の民家の

屋根よりもずっと高くて、しかも環境がよくて、そういうところにあるのに、何で取りつけないの

か。あなた方はちょっと感覚が甘いんでないかと、私はそう思いますよ。どうしてそれが今までで

きなかったのか、そこら辺、何かあったらちょっと教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

本間総務課長。 〔総務課長 本間政一君登壇〕 

○総務課長（本間政一君） 

新エネルギーにつきましては、旧糸魚川市でもいろいろ検討いただいて、方針等を打ち出してき

たわけですが、それらにあわせまして学校整備、あるいは保育園の整備の中でも、そのことを論議

をいただきましたが、どうしてもやっぱり補助金等の中で整備をする中から、導入することによっ

て非常にウエートが費用の面でかかるということから、なかなか取り上げられなかったというのが、

実態かというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

本間課長はさっき私が言ったことを理解してないんじゃないか。この太陽光発電については、十

分にペイできるような技術が高まってきている。それはやはりいっときの費用かもしれませんが、

長い目で見れば逆に収入になるかもしれないような設備なんですよ、それをしていない。 

青海については昨年でしたか、やっとこの制度を取り入れたということで非常に遅れとると。糸

魚川は何年か前から、この補助金制度を取り入れてやっているにもかかわらず、公共建築物にはな

い。これで今回の予算に、新エネルギーの対策費として１,３４８万７,０００円という金額が盛り

込まれていますね。それに対して太陽エネルギー利用ということで３４０万円入っております。そ
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うすると、あとの１,０００万円というのは、これはどういうことなんですか、何に使うお金です

か。それとあわせて３４０万円で何軒分をみておるのか。 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員に申し上げますが、予算審議が次に控えておりますので。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

予算審査があることは十分わかってますが、予算全体のことでありません。このことだけに絞っ

て伺っとるんです。 

○議長（松尾徹郎君） 

詳細というよりも、項目ぐらいにとどめてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

では、少々問題があるようですから、この質問は撤回します。 

ですが、太陽エネルギー利用ということで幾らかの予算が盛ってあります。これは何軒ぐらいを

みておるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

野本企画課長。 〔企画課長 野本忠一郎君登壇〕 

○企画課長（野本忠一郎君） 

お答えいたします。 

今発電設備、それから温水器、合わせて１０軒分でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

公共建築物、あるいは公共施設に、新エネルギーに対応したそういう設備がないということは、

非常に残念でありますし、今後の大きな課題だというふうに思うんですが、これから真剣に考えて

いかないといけない課題を、保育所、あるいは小中学校というふうなところに取りつけて、要する

に児童生徒の教材として使っていくという方法もあるわけです。そういうことも、やはり私は大事

なことだというふうに思うんですね。そこら辺を、ぜひ強力に進めてもらいたいというふうに思う

んですが、市長の見解はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

髙澤議員のご指摘のとおり、我々はこれからのやはり次世代を担う子供たちのためにも、そうい

った教育も必要と私もとらえております。そんなことから、これからの建物におきまして、また、

これからのエネルギーにつきましては、そんなところも模索をしながら検討を進めていきたいと思

っておりますし、私も今までの新エネルギーに対する考え方につきましても、非常に積極的にとら

えておったわけでございますが、行政が取り組めなかった大きな理由は、やはり投資額が高かった

ということが、大きなネックであったろうと思っておるわけでございますが、しかしこれにつきま

しても、やはり将来につながるものであるとすれば、その辺をやはりこれからもさらに検討をして、

これからの施設の中に取り入れられるものは取り組んでいくよう、検討してまいりたいと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

市長、ありがとうございました。ぜひ真剣に取り組んで、公共建築物はほとんどがついていると

いうふうな市に、していただきたいものだと思っております。 

それでは質問の２番目にいきますが、昨日の田原議員のときにも、中核病院に対する支援という

ものは市長のお言葉で、市民に理解を得られとると、そういう判断をしてるというふうなお話がご

ざいました。この地域の医療の中核であり、あるいは救急医療の最先端とも言うべき大事な病院で

ありますから、真剣に支援をしていっていただきたいと私も思っております。 

そこで伺いたいんですが、この地域医療対策補助金というのが、たしか一区切りついたものだと

いうふうに私は理解しとるんですが、そこら辺はどんな状況なんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小林健康増進課長。 〔健康増進課長 小林正雄君登壇〕 

○健康増進課長（小林正雄君） 

ご質問にお答えします。 

地域医療対策補助金につきましては、平成１４年１２月定例議会、１市２町の定例議会でおのお

の議決をいただきまして、姫川病院に対する向こう３年間の財政支援ということで決定をいただき

ました。決定をいただく段階では要綱等の制定を行いまして、おのおの支援項目を定める中で、支

援を行ってきたということでございます。３年間の期限は切れておりますので、今後の動向につき

ましては、私の立場ではちょっとお答えできませんが、そういったことでご理解いただきたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

地域医療対策特別補助金というのは、要するに時限を切った制度であったわけでありまして、今
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後どうするかという問題があります。 

それと昨年度行いました、これに特別という名前のついた補助金、これは昨年度１年限りだと、

私はそういうふうに理解しておるんですが、姫川病院の補助金総額、まだこのほかにも細かいもの

が少しあるかもしれませんが、いわゆる七千三百数十万円だというふうに思っておるんですけれど

も、市長の市民に理解を得ていると思っているという規模は、市長の考え方でどのようなものなん

でしょうか、どのぐらいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私が市民の合意を得てると言いましたのは地域医療、または救急医療に対する姫川病院の、また

は糸魚川病院の位置づけというものを理解をしておるということでございますし、また、それに対

する支援、今までやってきた支援というものは、市民の理解を得てるということでございます。 

それとあわせて、今回また要望としてあがってきておるのは、やはり今こういった地域医療や救

急医療に対する中で非常に医師不足、これにつきましては医療改革、または医療制度の改革、診療

制度の見直しなどによって、そういう状況に入っておるので、支援をいただきたいという項目でき

ておるわけでございますので、それに対して今検討をしてるという段階でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

私、先ほど申しました姫川病院に対する七千数百万円というふうな援助ですね、これは例えば市

民５万人とすれば、１人当たり幾らかということになると２,０００円かからないんですね、

２,０００円になっていない。 

きのうの一般質問で、ごみ処理場の運営資金が幾らかといったときに２億３,０００万円といい

ましたか、それでいくと市民１人当たり四千数百円になるわけですよ。あるいは、また青海町には

青海町の巡回バスというものがありますけれども、あれは旧町民１人当たり１,１００円ぐらいつ

くわけです。そうするとこの地域の非常に重要な病院に対して、１人当たり２,０００円に満たな

いような、今までの補助の仕方だったわけですね。これが高いか安いか、多いか少ないかというの

は早急には出ませんが、ほかと比べて、これは単純にこっちがこうだから、こっちも幾らにならな

きゃいけないという、単純に比べられるもんではないというふうに思いますけれども、あえて比べ

てもそう高いもんではない。 

そういうことを踏まえて、真剣に支援をしていっていただきたいと、私は個人的にそう思ってお

りまして、そこもまた市長にお願いをして、姫川病院の問題については終わりたいというように思

います。 

次に、介護保険なんですが、介護保険制度が始まって５年、その間に料金設定が２回あったとい

うふうに思っておるんですが、料金設定が２回あったというのも安くなったという設定ではなくて、

上がっていってるわけですね。これがこれからも上がり続けるであろうと、しばらくの間は、そう
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いう見通しがあるわけです。 

そんな中で、何がその介護保険制度そのものに負担がかかっているのか。要するに４０歳以上の

人たちがみんな、毎月、毎月保険料を納めていく、国・県からの補助金もある。そういう中で、何

がネックになっていくのか。やはり施設介護というものが、大きなウエートを占めてくるんではな

いかというふうに思っております。専門家のあなた方の見解として、私はその施設介護が多過ぎる

んではないかというふうに思っておるんですが、あなた方のほうで、そのネックはどこにあるとい

うふうにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

介護保険の給付環境を見ますと、やはり平成１６年度決算でも施設介護のサービスが全体の

６０％を占めるということから、やはり当然ながら施設介護のサービスが介護保険の中ではウエー

トが大きくて、それが原因かというふうに考えております。 

ただ、施設介護につきましては、平成１２年度から増減を見ますと、だんだん増加をしてますけ

れども、全体的には５年間で２０％ぐらいしかアップをしておりません。それよりもアップ率でみ

ますと、金額は非常に小さいんですが、居宅介護サービスの方が１２年度から比べまして、１６年

度が大体２.４倍ということで、国の方の施策ですけれども、施設介護から居宅介護の方へウエー

トをもってきてるという傾向はあります。そういうことで、ご理解を願いたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

課長、大変申しわけないんですけれども、居宅介護がふえて、今までは施設介護が多かったから

なかなか介護保険制度を維持していくのには難しいと。居宅介護がふえたときに、どうなるんかと

いう話をしてくれなけりゃ。数字は小さいですけれども、居宅がふえてます。居宅がふえれば、ど

うなるんだということを話してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

先ほど説明をさせてもらったんですけれども、金額的にはやはり施設介護が介護保険給付費の

６０％を占めるということですので、当然ながら施設介護が保険料の増加の原因といいますか、主

要な原因であるということです。 

ただ、傾向としまして、施設介護よりも居宅介護の方が、金額的には低いんですけれども、伸び
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ているということです。ただ、それはあくまでも施設介護のサービス費を抑えようということで、

居宅介護の方に力点を置いてくということで、ご理解を願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

今、国の方も施設介護がふえている。それで在宅介護の方にシフトをかえていくというふうなこ

とをやっております。それで何とか回していこうと。今、介護保険制度が見直しをかけて、検討さ

れておりますけれども、持続可能な介護保険制度、あるいは要するに健康老人をつくるという予防

対策を重視したような介護保険制度、それと地域に密着した制度がとれるような介護保険制度。こ

の地域に密着した制度というのは今度は権限委譲されて、自治体がその地域に合ったような施策が

とれる。そういうことになっていくんだろうというふうに思うんですが、それに対して、何か具体

的なものを考えておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

織田福祉事務所長。 〔福祉事務所長 織田義夫君登壇〕 

○福祉事務所長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

髙澤議員がおっしゃいますとおり、第３期介護保険事業計画では、現在、国会で審議中ですけれ

ども、大きな改正ポイントとしまして新たなサービスの体系の中で、地域密着型サービスの創設と

いうことになっております。 

どういうものかといいますと、身近な地域の特性に応じて、多様なサービスを柔軟にしなさいよ

ということです。具体的なケースとしまして、小規模多機能型居宅介護、それから夜間対応型訪問

介護、それから認知症の高齢者グループホームとか、そういうことを地域で小規模ながらも、やれ

るサービスをやりなさいよということでなっております。これらにつきましては、財源としまして

は地域介護、それから福祉空間整備交付金事業でしますよということで、一応手当てをしますよと

いうようになっております。 

そういうことですので、こういうようなサービスが予定されてるんですけれども、まだ国から法

案が今国会で審議中ですので、具体的なガイドラインというものが、まだ示されてません。ただ、

情報では、こういうものが新設されるというふうに聞いてる段階です。今後検討したいというふう

に考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

介護する側、される側、それぞれ大変な苦労があるというふうに思うんですが、今回の改正案を

見ても、要するに介護する側からの視点がかなり多く入っているんじゃないか、私はそう思います。
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それで介護される側、あるいは家庭で老夫婦がどちらか倒れて、どちらかが介護していくと、非常

に重労働で、せつない部分があるというふうに思うんですが、そういうふうなところからやっぱり

見ていってもらわないと、いかんのじゃないか。そういうふうな方で少し漏れていったところをこ

の地域密着型で、各自治体でいろんなことを考えながらやっていきなさいよというところで、やっ

ぱりカバーしていってやらないと、いけないんではないかというふうに私は思っております。 

各自治体で考えて、地域に密着した、あるいは地域ニーズに合ったような施策をとりなさいとい

うことですから、あまり国の方針がどうの、県の方針がどうのということにとらわれないで、この

市独自の方法をきちんと考えて対応していっていただきたい。 

そういうことなんですが、米田市長にちょっとお伺いしますけれども、そういう制度が地方にあ

る程度の権限を持たせるようなものにかわってくるという中で、今お話しましたように国の方針と

か、県の方針とか、そういうものにとらわれないで、いろいろなことを考えていってもらいたい。

あなたに答えてくださいと言や、考えますと言うだろうと思うんですけれども、ぜひひとつ、そこ

ら辺を明確にお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

当糸魚川市は、先ほどの皆様方の一般質問の中にも多く出ておりました。高齢化率３０.１１％

という、県内においてもトップクラスをいく高齢化率の市でございます。やはり糸魚川独自の考え

方を、私は出さなくちゃいけないときだろうと思っておりますので、その辺を私は重点に置きなが

ら、この新市の計画の中で明確につくってまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

市長、ありがとうございました。ぜひ独自の政策の中で、老夫婦が共倒れにならないような施策

を考えていっていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

それでは３番目の質問に入っていきたいと思いますが、昨日の斉藤議員の答弁の中に、全国レベ

ルも平均以上はいっているというふうなニュアンスの答弁がございました。今の私の最初の答弁で

も、全国レベルの試験はやっておりますが、集計はしていないというふうな話もありましたけれど

も、これは実際に、果たしてやってるのかやってないのか、どちらなんですか、これ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

各学校では、全国レベルのテストをやっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

全国レベルのテストをやっていながら、集計をしていないというのはどういうことなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

言葉足らずで大変申しわけございません。 

各学校では結果につきましては集計をし、それぞれの教育に生かしております。当教育委員会と

いたしましては、それを全部集めて見ることは見るんですが、学校ごとにいろんな課題がございま

す。やる時期も違っております。それから全国標準学力テストにつきましては、２種類あるのはも

う議員さんもおわかりだと思うんですが、それをまとめた形で、いわゆる平均どれくらいというよ

うな形のものはしてございません。こういう意味合いでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

時期もまちまちな、全国のそういうテストというのはあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

全国標準学力テストといわれるものが正規の名前でございますが、やる時期につきましては、お

よそのめどはございますが、基本的には学年の末、あるいは学年の初めというのが、大体標準的な

時期だと思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

それをやっているということで集計はしていない、これも非常に私はおかしな話ではないかいう

ふうに思うんですけれども、ＣＲＴとかＮＲＴのテストはしていないけれども、そのほかのテスト

はしているということなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 
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教育委員会でこれにつきまして集計は、ＮＲＴ、ＣＲＴともしておりません。ただ、学校で集計

したものを、それぞれ報告をしてもらって、それをしっかり把握しております。それ以外のものに

つきましては、それぞれの学校で単独のテストでやっていると、こういうことでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

そうすると全国の基準にのっとって集計はしていない、各学校で集計はしている。それを各学校

で集計はしてるけれども、糸魚川の教育委員会としては集計してないということなんですか。そう

いうことですね。 

今全国的に、日本の子供たちの学力低下が問題になっている。その中で私は旧青海町のことしか

わかりませんが、旧青海町では１２年度からの資料しか見ていませんが、１２年度当初では小中学

校とも全国平均を下回っておりました。１５年度については小学生が全国平均を上回り、中学校が

下回ってる。小学校で頑張った分、また中学校で元へ戻している。青海中学校は今、学力向上フロ

ンティアスクールというのに指定されておる、それでもそういう状況なんです。 

それで長谷川課長にお聞きしますが、教育委員会でそういうものの集計、あるいはこの糸魚川市

の子供たちの位置づけ、そういうものをしっかりと把握しようとは思いませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

お答え申し上げます。 

子供たちの状況を把握しないというわけではございません。各学校ごとに集計されたものは、し

っかりと教育委員会で見ておるわけでございます。市としてまとめてというようなとらえ方は、今

回しておりませんでした。これからどうするかということでございますが、県で一律に同じ条件の

中で、県の一斉学力調査が今回初めて行われました。このことにつきましては、もう状況も公開さ

れておりますので、議員さんもご存じだと思いますが、こういう中での比較はこれは十分とらえら

れる。 

今回、私たちが目指しておりますのは、とにかく学校でのデータは学校でしっかりと把握してい

ただいて、個々の子供たちに沿って、現場で一人ひとりの子供を上げていただきたい、こう思って

おります。昨日も質問をいただいたわけでございますが、平均点のところからは、なかなか実際の

手だては出てこない。つまり低い子供は低い子供、それから高い子供は高い子供なりに具体的な手

だてを講じながら、今までよりも少しでも上げていきたいというふうに、各学校で取り組んでいる

わけでございます。 

したがいまして、今回、県の方の状況もございますので、一律の平均の中でのとらえは十分でき

ると思っておりますし、全国の標準学力テスト、県の学力調査、この辺のところを両方合わせなが

ら、もう一度しっかり私たちとしては、とらえ直していかなければならない、こう思っております。 

その中でさらに、これはやっぱり集計してやっていかなければならないなという結論が出た場合
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には、しっかりと取りながら次の手だてを考えていきたい、こう思っております。現状では、それ

ぞれの学校で今頑張っているという現状を、私たちも十分把握しておりますので、まとめての点数

のとらえ方はしてございません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

きのう斉藤議員の答弁にもありました。私の答弁のときにもありました。県下の平均点は上回っ

ておるというふうな状況だということなんですが、これはいつごろからこうなんですか。前はもっ

とよかったのか、悪かったのか、あるいは全然かわっていないのですか。そこら辺の状況はどうで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

ここ２、３年、その傾向はかわっていないと思っております。つまり小学校では、ほぼ平均レベ

ルを超えている、中学校は超える教科もあるし、超えない教科もある。もうちょっとというこの状

況は、なかなかかわらないのが今のところの現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

ここ３年間ほどはかわっていないと。その前のことはお話になりませんからわかりませんが、か

わっていない、同じような状況が続いている。問題点も、そうかわっていないというふうなことな

んですが、あなた方は目標というものをどこに設定するのか。よく頑張って出たものが目標ですよ

というふうな答え方をされますが、目標設定というのはやってないのかどうなのか、その年度当初

に。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長谷川学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 長谷川新平君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（長谷川新平君） 

お答え申し上げます。 

きのうも斉藤議員さんからのご質問が出ましたが、いわゆる学校評価の中で各学校ごとに具体的

に目標を設定して、その目標値に近づけるように１人でも多く、今までの点数を一人ひとりが上げ

るような努力、それから支援、指導、これをそれぞれの学校ごとにしてるわけでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

私も過去何年間かこういう問題に取り組んできて、課長の答える答弁というのは非常に上手なん

ですよ。上手なんですが、あなたは今、毎年毎年そういうふうに目標をとらえてやってる、その現

実が３年間かわってないということでしょう。私はそれの上をいく目標設定はどうだと。これは課

長でなくて教育長、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

お答えいたします。 

今、学校評価制度の中で、新しい取り組みが行われておりますけれども、その中に当然、学力の

向上というものも、その評価の対象になっているわけでございます。そういったことで、個々にど

の程度の評価の目標基準を設定するというノウハウにつきましては、まだ私、ちょっと不案内でご

ざいますけれども、個々に毎年毎年、学期初めに、その年度の評価に対する目標設定が行われて、

学力向上を目指すべきであると、そのように認識しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

髙澤議員。 

○１２番（髙澤 公君） 

そういう答弁の中で、毎年毎年同じような結果が出てきてる。そういう現実を踏まえて、やはり

もう少し上の目標を立ててもらわないと、私はいかんというふうに思います。 

課長がおっしゃるように、平均点では実態が見えてこないというのも、私はよくわかっておるつ

もりです。ですが平均点で物を申していくより、今はしようがない世の中なんですよね。この子は

こんだけできますよ、悪い子はこんなにいますよというふうなものは出せないわけでしょう。そう

いうものを出すと、またいろんなとこから苦情が来る。だから平均点でものを考えていくしかない

わけで、それをじゃあ何点上げよう、そういうふうな具体的な目標設定をしていかなければ、私は

だめだと思いますよ。頑張ってやった結果が目標だなんていう、そういうことではよくならないと

いうふうに私は思いますよ。それでやはり目標を持ってやりなさいと。学校の場合はほかの課と違

って、費用対効果を求められるから、目標に近づけなさいという話ではなくて、学校には単なる費

用対効果というものを持ち込んじゃいかんというふうに思いますけれども、やはり子供たちを伸ば

すためには、目標をもってやらなければ私はだめだと思う。 

その目標に到達するためには、どういうことをしなきゃいけないかという、普通の市の行政でい

う政策が生まれてくるわけですね。その政策を実現するためには、要するに各職場の係長とか何と

かがもってる、そういう機構が動き出すということですから、そういう形でやっていってもらわな

ければ、子供たちの学力は伸びない。 

ほかの地区では、１年で学力がぐんと伸びたとか、２年でもう見違えるほどになったとかいう実

績を出している学校が、日本国内には何十とあるんです。１つや２つじゃないんです。それがどう



 

－ 250 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

してここでできないか。そういうことも考えながらしっかりとやってもらわないと、一番かわいそ

うなのは子供たちなんですよ。あなた方が責任をとるわけじゃない、子供たちが大人になってから

その責任をとらなきゃいけない。そういう現状を踏まえながら、しっかりとした目標を立ててやっ

ていただきたい。来年度の最初の議会では、ことしはこのぐらいやりますというふうなことを、言

っていただきたいと私は思っているんですが、ぜひお願いをしたいと思っております。 

お願いをして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、髙澤議員の質問は終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

関連質問なしと認めます。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

 

〈午後２時２３分 延会〉 
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